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1-1 はじめに

この度は、チューブマーカー“レタツイン”LM-340T（/W）、LM-390T（/W）をご購入

いただきありがとうございます。レタツインは現場携帯型チューブマーカーです。電気

設備などのケーブルマーキングに最適なチューブへのマーキングと、端子記名板やテー

プへの印刷を、現場で簡単に行なえます。本書をよくお読みいただきお取り扱いくださ

い。末永くご愛用いただけますようお願いいたします。

第1章　はじめに
第1章　はじめに
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1-2 本書の見方

第１章　はじめに
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第4章 基本操作 
第4章　基本操作 

①本機 にインクリボンカセットとチューブをセ ットします 。 

②電源をONにします 。 

③作成中の文書がある場合は 、 （  または ） 

を押して「新規」を選択し 、 を  押 

します 。 

④印刷物を選択します。ここでは「MAXチュ 

ーブ」を選択し、 を押します 。 

確　定 

☆「インクリボンカセットのセット」？ページ 、 「チューブのセット」？ページ 
☆「入力モード」？ページ 
☆「連続印刷」？ページ 

☆印刷物選択の上段は、印刷物の種類を示しています。　 または　 を押すと、次のように切り替わります。 
　MAXチューブ⇔非塩ビチューブ⇔一般チューブ⇔収縮チューブ⇔テープ⇔記名板0.3mm厚⇔記名板 
　0.5mm厚 

X 1 X 2 X 3 X 1

X
2

X
3

P1
P1Y1

Y1

COM
COM

4-1 チューブに印刷する 
次のようにマークチューブを作ってみましょう 。 

サイズ＝－－－　㎜ 
ＭＡＸチューブ 
　【印刷物選択】 

　 

　　　　残っています 
作成中の文書が 
 

　　新規　　継続 

目的別タイトル
目的を示すタイトルです。

項目タイトル
項目を示すタイトルです。

イラスト
手順や操作をイラストで
説明しています。

目的別タイトル
目的を示すタイトルです。

操作キー
操作するキーを表してい
ます。

ディスプレイ
手順によって表示される
ディスプレイを表してい
ます。

取扱い事項
正しくお使いいただくための
補足説明をしています。

機械が故障し修理が必要になる事が想定される操作や、現状復帰するためにリセットなど
の操作が必要になるので絶対に行ってはいけないことが書いてあります。

操作上のポイントおよび知っていると便利なことが書いてあります。

説明のページが異なる場合に参照するところが書いてあります。
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1-4 使用上の注意事項

第１章　はじめに

ご使用上の注意

■表示について

この取扱説明書および製品は、製品を安全に正しくお使いいただくためにいろいろな表示
を使用しています。その表示と意味は次のようになっています。

：取扱を誤った場合、使用者が死亡または重症を負う危険が切迫して生じ
ることが想定され、絶対行ってはいけないことが書いてあります。

：取扱を誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定され、
絶対に行ってはいけないことが書いてあります。

：取扱を誤った場合、使用者が障害を負う危険性が想定され、絶対に行っ
てはいけないことや、物的損害のみの発生が想定され、絶対に行っては
いけないことが書いてあります。また、作成したデータが消失する可能
性があり、絶対に行ってはいけないことが書いてあります。

：機械が故障し修理が必要になる事が想定される操作や、現状復帰するた
めにリセットなどの操作が必要になるので絶対に行ってはいけないこと
が書いてあります。

：操作上のポイントおよび知っていると便利なことが書いてあります。

：説明のページが異なる場合に参照するところが書いてあります。

■絵表示について

：記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。

：記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近くの
表示は、具体的な禁止内容です。

：記号は「しなければいけないこと」を意味しています。この記号の中の表
示は具体的な指示内容です。

危険

警告

注意
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第1章　はじめに

・ 内部メモリに保存した文書やUSBメモリに保存した内容は、永久的な保存はできません。故障、
修理などに起因するデータ消失による損害、ならびに逸失利益については、責任を負いかねます。
あらかじめご了承ください。

・ 大きな容量を必要とする機器（冷暖房機器、冷蔵庫、電子レンジ、OA機器等）とコンセントは
共用しないでください。電圧がさがり機械が誤動作する可能性があります。

・ 紙や布を本機の上にかぶせたり置いたりしないでください。火災や故障の原因になります。
・ インクリボン・チューブ・テープをなめたりしないでください。

・ 連休等で長期間ご使用にならないときは、安全のために必ず電源プラグをコンセントから抜いて
ください。

・ コードの接続、USBメモリの装着脱は、必ず電源OFFの状態で行ってください。電源ONのまま
接続および装着すると、けがや故障の原因となります。

・ 電源プラグは定期的に清掃してください。長い間にほこりなどがたまり、火災や故障の原因にな
ります。

・ 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らずに必ず電源プラグを持って抜いてください。
コードが破損して火災や感電の原因になります。

・ 本機に付属されている専用のAC アダプタをご使用ください。

・ 使用直後のプリンタヘッドにさわらないでください。やけどをする恐れがあります。
・ フルカット刃・ハーフカット刃にふれないでください。けがの原因となります。
・ チューブウォーマーのチューブ出入口には絶対に触らないでください。やけどをする恐れがあります。

警　告

注　意

本機で作成した表示物に起因する損害、逸失利益については、責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

・ 本機は絶対に分解または改造しないでください。火災、感電、故障の原因になります。

・ 本機の内部に指、ペン、針金、などの異物を差し込まないでください。本機が故障したり、火災、
感電の原因になります。

・ 電源は直接コンセントからとりタコ足配線はしないでください。火災の原因になります。
・ 電源コードの上に重いものを絶対にのせないでください。コードに傷が付いて火災や感電の原因
になります。

・ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の恐れがあります。
・ 水、薬品などが機械にかからないようにしてください。万一内部に水などが入った場合は電源プ
ラグをコンセントからすぐ抜いて販売店に修理をご依頼ください。そのまま使用すると本機が故
障したり、火災、感電の原因になります。

・ 故障のまま機械を使わないでください。煙が出ている、変な音やにおいがするなど、故障状態の
まま使用すると火災、感電の原因になります。すぐに電源プラグをコンセントから抜いて販売店
に修理をご依頼ください。

・ 電源はAC100V専用コンセントを使用してください。100V以外の電源を使用すると本機が故
障したり、火災、感電の原因になります。
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本機のトラブルを避け本機の故障を未然に防ぐ為に、下記の事項を必ず守ってください。

１．本機とACアダプタは精密機械です。落した
り、衝撃を与えたり、お取り扱いにはご注意
ください。

２．快適にご使用いただくためにチューブは、
マックス純正品をお奨めします。

純正消耗品はP160参照

３．チューブ以外の消耗品（テープカセット、インクリボンカセット、記名板、カッター
刃）は専用のものをお使いください。その他のものは絶対に使用しないでください。

４．チューブ印字の際は、チューブの曲がりグセ、
ツブレた物、ヨゴレのひどい物は、使用出来
ません。
特に、チューブに付着した硬いゴミ等はプリ
ンターヘッドの故障の原因になります。

第１章　はじめに

〈市販消耗品について〉
※下記の動作確認については、正常な印字・動作を保証するものではありません。
■市販品チューブは、以下のもので動作確認しています。
三平化学工業（株）製、北港化成（株）製、横山化成（株）製
マークチューブ（内径φ2.5～6.5 肉厚0.4mm品　白色、2010.09現在）

■熱収縮チューブは、以下のもので動作確認しています。
住友電工ファインポリマー（株）製
スミチューブ® B2（内径φ2.7～5.2 黒色、2010.09現在）

◎上記以外のチューブについては、チューブの硬さ、表面状態で印字品質が変わります。
恐れ入りますがお客様にて印字確認の上ご使用ください。
またチューブ内径はφ2.5～6.5の範囲でご使用ください。（チューブウォーマー使用
時はφ2.5～4.2になります。）

■（LM-390T、390T/Wのみ）市販記名板は、以下のもので動作確認しています。
壬生電機（株）製、東洋技研製、IDEC製、CTK製
※いずれも塩ビ材質で、幅8.0～10.0mm、厚さ0.3または0.5mmに限ります。
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５．テープチューブ出口をふさいだり、ものを入
れたりしないでください。印字中にテープチ
ューブはひっぱらないでください。

６．カセットカバーをつかんで持ち上げないでく
ださい。部品が破損し機械が落下することが
あります。

７．ご使用中に強度の外来ノイズや強いショックを受けた場合、異常表示、メモリの内容が
消えることがあります。
本機は住宅地又は隣接地域で使用する事を想定し、電波障害を防止する処置を行ってい
ます。しかし、本機をラジオ・テレビの受信機に近接して使用すると、受信障害の原因
になる事がありますので設置場所に注意してください。

８．本体の電源キーを入れたまま、または電源キーを切った直後に、電源ケーブルを引き抜
かないでください。設定やメモリ内容の消去といった誤動作や故障の原因となる恐れが
あります。LCD画面の表示が消えてから電源コードを抜いてください。

９．本機の上や電源コードの上に物を置かないで
ください。

10. カードスロットやUSBポートに金属片等を入
れないでください。故障の原因となる場合が
あります。

第1章　はじめに
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11. LCD画面を強く押さないでください。割れる
ことがあります。

12．コーヒーやジュースなどの飲み物や水などを
本機の上にこぼさないでください。

13．本機の汚れを落とす際は、乾いた柔らかい布で拭いてください。シンナー、ベンジン、
アルコール等の有機溶剤や薬品を使わないでください。機械が変形したり、変色する原
因になります。

14．寒い屋外から暖房の効いた室内に持ち込んだ時など、急激な温度変化により本体内部が結
露することがあります。この時は室内に30分以上放置して霜が取れたことを確かめてか
らご使用ください。

15．トラブルの原因になりますので次の様な場所
では使用、保管をしないでください。
①直射日光の当たる場所や、ヒーター等の熱源
に近い場所
②ほこりや湿気の多い場所
③振動や衝撃の加わる場所
④（LM-340T、LM-390T）温度が15℃以下、
35℃以上になる場所で使用しないでください。
（LM-340T/W、LM-390T/W）温度が5℃以
下、35℃以上になる場所で使用しないでくだ
さい。
・本機を高温（35℃以上）環境に放置すると
LCD画面が黒くなり、文字が見えにくくなる
事があります。機械使用温度範囲内でご使用
ください。
・本機を低温（5℃以下）環境に放置すると
LCD画面の表示が薄くなり、見えにくくなる
事があります。機械使用温度範囲内でご使用
ください。
⑤温度が0℃以下、40℃以上になる場所で保管
しないでください。

16．保管、輸送する時は、ご購入時の専用キャリングケースまたは包装箱をご使用ください。

第１章　はじめに



メ モ

12



お使いになる前に

第 2 章

2-1 主な特徴 ～ この機械でできること………………………14

2-2 同梱品の確認 ………………………………………………16

2-3 各部の名称 …………………………………………………17

2-4 キーの名称と役割 …………………………………………18

2-5 画面の見かた ………………………………………………21

2-6 用語の説明 …………………………………………………23



14

第
2
章

主
な
特
徴
〜
こ
の
機
械
で
で
き
る
こ
と

2-1 主な特徴 ～ この機械でできること

第2章　お使いになる前に
第2章　お使いになる前に

〔チューブ印刷機能〕
・ 塩ビチューブ／非塩ビチューブ ・ 市販チューブ／黒色熱収縮チューブ 

半角 倍角 標準 

1）使用できる
チューブ

（38ページ参照）

2）連番指定

（89ページ参照）

3）文字サイズ

（84ページ参照）

4）文字幅

（85ページ参照）

5）連続印刷

（88ページ参照）

6）アルファベット
連番

（89ページ参照）

7）縦書き

（92ページ参照）

8）文字選択
（6 9／6 9／6. 9.）

（98ページ参照）
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第2章　お使いになる前に

〔テープ印刷機能〕 専用テープカセットを使用します。

60mm 60mm

1）連番指定

（89ページ参照）

2）ハーフカット

（100ページ参照）

3）縦書き

（92ページ参照）

4）定長印字

（48ページ参照）

〔記名板印刷機能〕LM-390T・LM-390T/Wのみ。専用記名板・アタッチメントを使用します。

1）連番指定

（89ページ参照）

2）縦書き

（92ページ参照）

・その他のラベル

1）多行

（55ページ参照）

2）枠囲み

（87ページ参照）
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2-2 同梱品の確認（LM-340T・LM-340T/W・LM-390T・LM-390T/W）

以下の同梱品が揃っているか、ご確認ください。

第2章　お使いになる前に
第2章　お使いになる前に

〈取扱説明書〉 
（本書） 

（9mm幅・白） 

〈ACアダプタ〉 

〈テープカセット〉 〈インクリボン：黒〉 

〈ハーフカッタ〉 
（キイロ） 

※本機にセットされています。 

〈保証書〉 

 〈キャリングケース：LM-390T・LM-390T/Wに付属〉 

アプリケーションCD

ソフトウェア登録書 

USBケーブル 

USBメモリ 

取扱説明書 

 〈LM-390T/Wのみの付属品〉 
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2-3 各部の名称

第2章　お使いになる前に

●テープカセット ●インクリボンカセット 

取り外しツメ 

まきつけローラ（金色） 

USBメモリ挿入部 

USB
電源 

ツメ 

インクリボンセット部 

ハーフカッタ 
キイロ 

ハーフカッタ 
深さ調整レバー 

キーボード 

グリップ 

カセットカバー 

LCD画面 

ヘッドリリース 
レバー（緑色） 

プラテンローラ 

テープカセットセット部 

切り替えレバー 
（銀色） 

カッタボタン 

印字圧調整レバー 印字圧調整ロックボタン 

チューブ 
押さえA部

〈USBメモリ挿入部拡大図（本体裏側）〉 

〈プリンタヘッド部拡大図〉 

LM-390T・LM-390T/Wに搭載してい
るUSBポート（USBドライバ）は専用ア
プリケーションLM-PC380でのみ使用
可能です。 
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2-4 キーの名称と役割

第2章　お使いになる前に

全文削除 設定初期化 貼 付 複 写 漢 J I S記 号 枠 囲 ピッチカット 縦 ・横 印字長 

単漢字 

反 転 印刷物 

0

1

4

7

2

5

8

3

6

9

, .
改ブロック 変　換 スペース 入　力 

削  除 B Sイメージ メモリ オプション 語 句 連 番 連 続 ピッチ長 字・行間 文字幅 文字高 

改 行 印 刷 

Ｑ 
あ行 

W
か行 

E
さ行 

R
た行 

T
な行 

Y
は行 

U
ま行 

I
や行 

O
ら行 

P
わ行ん 

L
＃ 

長音 
－ 

K
？ 

M
＋ 

J
！ 

N
＊ 

H
ぱ行 

B
／ 

G
ば行 

V
＝ 

F
だ行 

C
～ 

D
ざ行 

X
） 

S
が行 

A

Z
（ 

入／切 

シフト 確　定 

取 消 

USBメモリ 

USBメモリ取外し 

テ
ー
プ
送
り 

① 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

④ ③ ② 

⑪ 

⑫ 

キーの
配　置

参　照
ページ

39

81

39

84

114

85

93

86

92

90

91

88

キー名称 使用するキー は　　た　　ら　　き

①

②

③

電源

取消

文字高さ

印字長

文字幅

文字間隔・
行間隔

電源のON/OFF 時に使います。

設定途中での取消しや入力中の読みのクリアなどに使
います。

印刷物 チューブ・テープ・記名板のサイズを設定します。

カーソルのある行の文字高さを変更します。

デバイスラベル用のテープ印字等で、あらかじめ印字
長を指定します。

カーソルのある行の文字幅を変更します。

反転
カーソルのあるブロックの反転印刷（白抜き文字）を
設定します。

入力中のファイル全体に関わる文字と文字の間隔、行
間隔を設定します。

縦・横
縦書きを設定をします。テープ・記名板とチューブの
場合では印刷結果が異なります。

ピッチ長
カーソルをあわせたブロックマーク以降のピッチ長を
変更します。

ピッチカット
ピッチ印刷時のブロック間の処理（ハーフカット、実
線印刷、無し）を設定します。

入／切 

取 消 

文字高 

文字幅 

字・行間 

ピッチ長 

シフト 
印字長 

文字高 +

シフト 
反 転 

文字幅 +

シフト 
印刷物 

取 消 +

シフト 
縦 ・横 

字・行間 +

シフト 
ピッチカット 

ピッチ長 +

連続 カーソルのあるブロックの連続印刷個数を設定します。連 続 
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第2章　お使いになる前に

キーの
配　置

参　照
ページキー名称 使用するキー は　　た　　ら　　き

③

④

87

89

75

126

73

123

116

111

81

82

78

78

95

連番

記号

語句

漢JIS

オプション

カーソルのあるブロックの連番を設定します。

記号を一覧から選択して入力します。

よく使うフレーズを登録／呼出します。

JISコード（本書巻末に収録）を入力して、漢字やギ
リシャ文字などを入力します。

以下の機能は、このキーを押して表示されるメニュー
から選択して設定します。
・オプション設定：印字濃度、低速モード、表示濃度、
6／9選択、上下印字位置、カット位置、オートオ
フ、ピッチ長初期値、文字配置、連番印刷順序、
LCD バックライト、先頭空送り、英数書体、チュ
ーブウォーマー

・PC ファイル転送：PC（専用ソフト）からのデータ
受信モードにします。

・PC ダイレクト印刷：PC（専用ソフト）からの直接
印字モードにします。

メモリ
本体内部メモリへのデータの登録／呼出などを行ない
ます。

イメージ
現在入力しているファイルの印刷時のイメージを表示
します。

複写 カーソルのあるブロックを複写（コピー）します。

貼付
直前に複写したブロックを、カーソル位置に貼り付け
ます。

BS（バック
スペース）

入力画面などでカーソルの1文字前を削除します。

連 番 

語 句 

オプション 

メモリ 

イメージ 

B S

USB
メモリ

本機にセットしたUSB メモリ（外部メモリ）へのデ
ータの登録／呼出などを行ないます。

シフト 
記 号 

連 番 +

シフト 
漢J I S

語 句 +

シフト オプション 

USBメモリ 

+

シフト 
貼 付 

イメージ +

シフト 
複 写 

メモリ +

枠囲み
デバイスラベル用のテープ印字等で、印字全体の枠囲
みを設定します。

シフト 
枠 囲 

連 続 +

削除
入力画面などでカーソルの1文字後を削除します。
設定画面では選択値を初期化します。削  除 

設定初期化
入力中の設定をすべてクリアし、入力初期状態にします。
入力中の文字や記号がある場合は、初期化できません。
全文削除後に操作します。

シフト 
設定初期化 

B S+ 80
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第2章　お使いになる前に

キーの
配　置

参　照
ページキー名称 使用するキー は　　た　　ら　　き

⑦

⑧

⑨

⑪

⑫

⑩

79

62

39

39

39

23

62

35

59

47

－

－

51

67

69

59

確定

改ブロック

変換

単漢字

スペース

入力

変換中の漢字候補の確定や、設定画面で選択した項
目・数値の確定を行ないます。

改ブロックします。

入力中の確定前の文字を漢字変換します。

入力中の確定前の文字を単漢字変換します。漢字変換
ですぐに変換したい文字が出ないときなどに使います。

空白（スペース）を入力します。

入力モード（ローマ字、かな、英数大文字、英数小文
字）を切り替えます。
キーを押すと表示部のインジケータが変わります。

シフト

各機能キーのそばに表示されている機能を使うときに
押します。
他のキーと同時には押せません。 を押してか
ら各機能キーを押します。

シフト 

印刷 入力した文書（データ）を印刷します。

テープ送り
本機にセットしたチューブやテープ・記名板を一定量
空送りします。

文字キー
文字を入力します。かな入力モード時は、かなが表示
されているキーのみが有効です。

確　定 

改ブロック 

USBメモリ
取外し

USBメモリを本機から取り外すときに押します。
USBメモリへのアクセスを中止し、安全に本機から取
り外しができます。

変　換 

スペース 

入　力 

印 刷 

改行 カーソル位置で改行します。改 行 

シフト 
単漢字 

変　換 +

シフト 改ブロック 

USBメモリ取外し 
+

Ｑ 
あ行 

長音 
－ ～

シフト 
テ
ー
プ
送
り 

印 刷 +

シフト 

⑥

シフト +

, , ,

,

カーソル
キー

カーソルの移動、選択項目を切り替えます。

ジャンプ 入力中のデータの文頭（文末）にカーソルを移動します。

⑤

④ 全文削除 先頭の 以外の入力中データをすべてクリアします。シフト 
全文削除 

削  除 +

テンキー 数字やカンマ、ピリオドを入力します。0 9～
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2-5 画面の見かた
基本入力画面（入力待機時）でのそれぞれの表示の意味は、下図の通りです。

第2章　お使いになる前に

⑬ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

③ ④ ① ② ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

図の
番号 表　　示　　部

シフト・インジケータ

意　　　　　　　　味

①
を1度押すと点灯します。再度押すか、他のキーを押

すと消えます。

シフト 

USBメモリ②
USBメモリが本機にセットされ使用可能な状態を示します。

を押すと消えます。改ブロック 

USBメモリ取外し 

印字長/ピッチ長④ 設定されている印字長またはピッチ長が表示されます。

ピッチカット⑤ 現在のピッチカット設定が表示されます。

ブロックNo.⑥ カーソルのあるブロックが先頭から何番目のブロックか表示します。

確定画面⑦ 文字や編集マークの入力エリアです。

文字間隔 インジケータ⑪ 文字間隔の設定値が表示されます。

状態表示（1）⑧

設定状態を表示するエリアです。
上段：連番設定がある場合、連番の設定状態を表示します。
下段：設定されている印字メディアが表示されます。

漢字入力時は「よみ」が表示されます。

連続印刷 インジケータ⑫ カーソルのあるブロックの連続印刷設定値を表示します。

文字幅 インジケータ⑩ カーソル行の文字幅の設定値が表示されます。

文字高さ インジケータ⑨
カーソル行の文字高さの設定値が表示されます。
「オート」は自動文字高さ設定です。

状態表示（2）⑬
枠囲み、縦書き、反転の設定を表示します。設定されている場
合に点灯します。

入力モード インジケータ③
インジケータ 現在の入力モードを表示しています。

を押すと切り替わります。入　力 
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画面に表示される編集マークの意味は次の通りです。

第2章　お使いになる前に

編集マーク 名　　　称

ピッチマーク

意　　　　　　　　味

このマークが入力されているときは、ピッチ印刷モードになり
ます。

ブロックマーク ブロックの先頭を示します。

改行マーク 改行されていることを示します。

連番マーク 連番が設定されていることを示します。
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2-6 用語の説明

第2章　お使いになる前に

本機をお使いになる上で、次の用語は頻繁に出てきますのでご理解ください。

【ブロック】

を押すと マークが入力され、新しく1行目が発生します。ブロックには2

通りあります。

１）ピッチ印刷する場合
下図に示すように、ピッチ印刷する場合は設定したピッチ長さにそれぞれのブロック
を割り当てて印刷します。

２）ピッチ印刷しない場合
この例のように、それぞれのブロックの文字長さに応じてレイアウトされます。

【ピッチ】
ピッチ印刷の場合、入力したブロックは、下図のように一定の長さでチューブやテープ、
記名板に異なる文字を印刷できます。

改ブロック 

マックス株式会社 T E L 0 3 - 3 6 6 9 - 8 1 0 8  
FAX 0 3 - 9 9 9 9 - 9 9 9 9

ブロック ブロック 

COM X1 X2 X3   P1  
MAX-1

  Y1  
MAX-2
 

ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック ブロック 

ピッチ長 



【印字領域】
ピッチ長さや印字物サイズと印字領域の関係は次のようになっています。

※記名板の印字は、専用記名板および専用アタッチメントを用いて、LM-390T/W・LM-
390Tのみで使用できます。

24

第
2
章

用
語
の
説
明

第2章　お使いになる前に

ピッチ長 

印字領域 

前余白 後余白 

最大 
印字幅 

印字物 
の大きさ 

前余白 後余白
例）ピッチ長20mmの場合の
最大印字領域長さ

テープ印刷 1mm 1mm 18mm

チューブ印刷 2mm 2mm 16mm

記名板印刷 0.5mm 0.5mm 19mm

印　字　対　象　物 最大印字幅

テープ 5mm 3.0mm

9mm、12mm 7.4mm

チューブ Φ2.5 2.0mm

Φ3.2 3.0mm

Φ3.6 3.0mm

Φ4.2 4.0mm

Φ5.2 4.6mm

Φ6.5 4.6mm

記名板 8mm 6.5mm

8.5mm 6.9mm

9.5mm 7.4mm

10.0mm 7.4mm



サプライ品のセットのしかた
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3-1 インクリボンをセットする ………………………………26
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3-2-1 チューブをセットする ………………………………28

3-2-2 チューブのはずしかた ………………………………30

3-3 テープカセットのセットのしかた ………………………31

3-3-1 テープをセットする …………………………………31
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3-4 ハーフカッタ交換のしかた ………………………………33
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1. インクリボンカセットを用意します。

●インクリボンがたるんでいた時は、下図のようにたるみを取ってください。

2. オレンジ色のツマミを引き上げながら、カ
セットカバーを開きます。

3. 緑色のヘッドリリースレバーを奥側にたお
します。

4. 図の様にインクリボンカセットの2つの取り外しツメ部を持ち、本体にセットします。
次に浮き防止のため上から軽く押えます。

表面のボタン 

インクリボンカセットを図のように持ち、カセット裏面の矢印方向へ巻き取りコア
（黒色）を回転させ、インクリボンのタルミを取ります。その時、表面のボタンには
触れないでください。

●タルミを取る以上に、巻き
取りコアを強く回転させな
いでください。印字不良の
原因になります。
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3-1 インクリボンカセットをセットする

第3章　サプライ品のセットのしかた
第3章　サプライ品のセットのしかた

インクリボンのタルミの取りかた

正しくセットされた状態 

軽く押さえる 

引き上げる 

たおす 
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●インクリボンがたるんでいないか確認し
てください。たるんでいた場合は前項の
インクリボンのタルミの取りかた　
の操作を行ってください。

●インクリボンカセットが入りづらい場合
は、下図の様に軸を少し回転させてくだ
さい。

5. 緑色のヘッドリリースレバーを手前にたおし
ます。（ヘッドリリースレバーは最後まで手を
離さずに手前にたおしてください。）

6. カセットカバーをしっかり閉じます。

第3章　サプライ品のセットのしかた

たるんでいないか確認する 

たおす 



1. オレンジ色のツマミを引き上げながら、カ
セットカバーを開きます。

2. 緑色のヘッドリリースレバーを奥側にたお
します。

3. 銀色の切り替えレバーを図のように止まる
までスライドします。

4. チューブを必要な長さに引き出した上でチ
ューブをオサエプレートの下に通し（図A）、
先端を本体より1～2cm出します（図B）。

引き出す 

引き上げる 

たおす 

スライド 

通す 

オサエプレート 

1～2cm

図A

図B
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3-2 チューブのセットのしかた
3-2-1 チューブをセットする

第3章　サプライ品のセットのしかた
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第3章　サプライ品のセットのしかた

5. チューブが浮かないように、 シール
付近を軽く押さえながら、チューブ先端を
つまんで軽く引っ張り、チューブの途中の
たるみを取りのぞいてから銀色の切り替え
レバーを図のように止まるまでスライドさ
せます。

小径のチューブ（φ2.5）に印字する場合、チューブによってはハーフカット時の一時
停止時に、インクリボンとのこすれにより汚れがつくことがあります。その時は、本機
の印字圧調整レバーを弱にセットして使用してください。
※太径使用時や、低温時に印字圧調整レバーが弱に設定してあると、印字カスレや印字
欠けをすることがあります。そのような時には通常に戻して使用してください。
印字圧調整レバー操作時はヘッドリリースレバーを中央位置にしてから操作してくだ
さい。手前または奥にしたまま無理に操作すると故障の原因になります。

TUBE

正しくチューブがセットされた状態 

スライド 

印字圧調整 
レバー 

印字圧調整 
ロックボタン 

印字圧調整 
レバー 

印字圧調整 
ロックボタン 

注 意
印字圧調整レバーを操作する時には、手をはさまないように注意してください。

●印字圧調整ロックボタンを押したまま、
印字圧調整レバーを右にスライドさせ
ます。

●印字圧調整ロックボタンを押したまま
印字圧調整レバーを戻します。

弱にセットする 通常に戻す
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3-2-2 チューブのはずしかた

第3章　サプライ品のセットのしかた

1. オレンジ色のツマミを引き上げながら、カ
セットカバーを開きます。

2. 緑色のヘッドリリースレバーを奥側にたお
します。

3. 銀色の切り替えレバーを図の位置にスライ
ドさせ、チューブをはずします。

4. 緑色のヘッドリリースレバーを手前にたおし
た後でカセットカバーをしっかり閉じます。

たおす 

引き上げる 

たおす 

スライド 



1. オレンジ色のツマミを引き上げながら、カ
セットカバーを開きます。

2. 緑色のヘッドリリースレバーを奥側にたお
します。

3. 銀色の切り替えレバーを図の位置にスライ
ドします。

4. テープカセットを用意します。

●テープカセットを本機にセットする前に下図の様にテープを準備してください。
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3-3 テープカセットのセットのしかた
3-3-1 テープカセットをセットする

第3章　サプライ品のセットのしかた

約4cmガイド 

テープの準備

ａ テープ両側がテープガイドの中に入
っていることを確認してください。

ｂ テープ先端を約4cm引き出してく
ださい。

注意：テープ先端が折れているものはハサミなどで切ってからセットしてください。

引き上げる 

たおす 

スライド 
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3-3-2 テープのはずしかた

第3章　サプライ品のセットのしかた

1. オレンジ色のツマミを引き上げながら、カ
セットカバーを開きます。

2. 緑色のヘッドリリースレバーを奥側にたお
します。

3. テープカセットをはずします。

4. 緑色のヘッドリリースレバーを手前にたおし
た後でカセットカバーをしっかり閉じます。

5. 図の位置にセットします。

正しくテープがセットされた状態 

三
角 

マ
ー
ク 

はずす 

引き上げる 

たおす 

たおす 

●テープ先端が三角マークを超えた位
置にあることを確認してください。
（超えていないと送り不良の原因になります）



●標準でセットされているキイロのハーフカッ
タは、テープのハーフカットとチューブのハ
ーフカットの両方に使用できます。チューブ
の場合気温や材質により切れ過ぎることがあ
ります。そのような時はハーフカッタ深さ調
整レバーを操作してカット深さを調整してか
ら使用してください。

1. オレンジ色のツマミを引き上げながら、カ
セットカバーを開きます。

2. キイロのハーフカッタを上方に引き抜きます。

3. 新しいハーフカッタを用意します。

4. ハーフカッタのガイドと本機のミゾを合わ
せスライドさせながら、突きあたるまで挿
入します。

※テープのハーフカットを行う場合は、ハーフカッタ深さ調整レバーを必ず 側に
セットして使用してください。レバーの位置が途中にあるとハーフカット出来ない場合
があります。

TAPE
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3-4 ハーフカッタ交換のしかた

第3章　サプライ品のセットのしかた

これで交換は完了です

注 意

カッタ-刃には絶対手を触れない
で下さい。

引き抜く 

スライド 

ガイド 

ミゾ 

カッタ-刃 

テープの 
ハーフカット位置 

チューブハーフカットで 
切れすぎる時は 
レバーを右側に回す 



34

第
3
章

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
セ
ッ
ト
の
し
か
た

第3章　サプライ品のセットのしかた

3-5 USBメモリのセットのしかた

注 意
USBメモリ内のデータを保護するため、装脱着は本書の指示に従ってください。
特にUSBメモリ取り外しの操作をせずに、取り外した場合はデータを破損する場合
がありますので十分ご注意ください。

☆使用できるUSBメモリには、以下の条件があります。
1）セキュリティ機能の無いもの
2）外形が、L65mm×D22mm×H10mm以内のもの（本機にセットできるサイズです。）

☆パソコンから本機にセットしたUSBメモリに直接データを保存したり、呼び出したりすることはできま
せん。

☆一度、USBメモリを外すキー操作をした後、再度読み込み可能とするためには、USBメモリを一度外
してから、再度装着してください。

（セットのしかた）
1. 本体裏面のUSBメモリカバーを外します。
※カバーを上に開けすぎると、ツメが破損
するおそれがあります。
カバーが開いたら手前に引いて外してく
ださい。

2. USBメモリを、向きに気をつけて装着します。

3. USBメモリカバーを閉め、本体電源を入れ
ます。

4. 画面左上のメモリインジケータが点灯します。
本書123ページに従って、ファイルを呼び出
します。

【１０】０００１－０００６  

　　　　　　　２３．８　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 



（取り外しかた）

1. を押してから を押しま
す。

2.「する」を選択し、 を押します。

3. 画面左上のUSBメモリインジケータが消灯
していることを確認します。

4. 本体裏面のUSBメモリカバーを開けて、
USBメモリを取り外します。
取り外し後、USBメモリカバーを閉めます。

確　定 

改ブロック シフト 

改ブロ
ック 

シフト
 

USBメ
モリ取外

し 
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【１０】０００１－０００６  

　　　　　　　２３．８　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 

【１０】０００１－０００６  

　　　　　　　２３．８　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 

　　する　しない 
　 
ＵＳＢメモリ取外し？ 

　 



メ モ
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第4章　基本操作

X 1 X 2 X 3 X 1

X
2

X
3

P1
P1Y1

Y1

COM
COM

次のようにマークチューブを作ってみましょう。

4-1 チューブに印刷する
（ここがポイント）

・本機で印字できる塩ビ製チューブ内径はφ2.5mm～φ6.5mmまでの肉厚0.4mmです。
熱収縮チューブを使用する場合は、指定の「スミチューブ® B2」のサイズはφ2.7、
3.5、5.2をご使用ください。

※使用出来るリボンカセットは黒（環境対応黒リボンも含む）と熱収縮チューブ用の
白リボンです。

・使用する場所は15℃以上となるようにしてください。寒い場所では、印字がカスレ
やすくなります。

・チューブは専用チューブのご使用を推奨しますが、それ以外をご使用の場合は、次の
点にご注意ください。

※チューブの引き出しに負荷がかからないよう、本機横にチューブを十分にたるませ
ておく。

※その際、チューブにねじれが無いよう
にする。（最適な状態は、リールを使用
する、またはある程度の長さにチュー
ブを切ってお使いいただくこととなり
ます。）

・品質には万全を期していますが、ご使用になる場所の気温やチューブの状態、種類に
よっては印字がカスレる場合があります。

・チューブへの印字は、１ブロックあたりセンター位置から最大左右に１mm程度ずれ
ることがありますが、チューブ自体の性質によるもので本機の異常ではありません。

（作成条件）
・使用チューブ：内径φ3.6mmチューブ
この例では、マックス純正チューブ LM-TU436Lを使用した場合とします。

・ピッチ長さ（１つ１つのブロックのチューブ長さ）：20mm



①本機にインクリボンカセットとチューブをセットします。

②電源をONにします。

③作成中の文書がある場合は、 （または ）

を押して「新規」を選択し、 を押

します。

④印刷物を選択します。ここでは「MAXチュ

ーブ」を選択し、 を押します。

⑤ を１回押して、サイズ「3.6mm」を選択

します。

⑥ を押して、印刷物を確定します。確　定 

確　定 
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　　　　残っています 
作成中の文書が 
 

　　新規　　継続 

☆「インクリボンカセットのセット」26ページ、「チューブのセット」28ページ

☆印刷物選択の上段は、印刷物の種類を示しています。 または を押すと、次のように切り替わります。

MAXチューブ⇔非塩ビチューブ⇔一般チューブ⇔収縮チューブ⇔テープ⇔記名板0.3mm厚⇔記名板
0.5mm厚

☆収縮チューブを使用するときは、チューブ色に合わせて、白色インクリボンのLM-IR340W、または環
境対応リボン黒 LM-IR340BPをお使いください。

☆記名板は、LM-390TまたはLM-390T/Wのみでご使用いただけます。

サイズ＝－－－　㎜ 
ＭＡＸチューブ 
　【印刷物選択】 

　 

サイズ＝３．６　㎜ 
ＭＡＸチューブ 
　【印刷物選択】 

　 



⑦画面左上の入力モードインジケータが「英大」
になっていることを確認します。

異なる場合は、 を押して切り替え

ます。

⑧画面右下の「連続」インジケータが「002」
になっていることを確認します。

異なる場合は、 を押して、2回に設定し

ます。

⑨最初のブロックのマーキング内容を入力します。

［Ｃ］［Ｏ］［Ｍ］と押して、 を押

します。
右上のブロックNo.が002になります。

⑩次のブロックのマーキング内容を入力します。
［Ｘ］を押します。
次の文字は1～3の連番としたいので、次のよ
うに入力します。

⑪ を押します。

⑫ を押して「10進数」を選択し

を押します。

確　定 

連 番 

改ブロック 

連 続 

入　力 
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　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　　 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＣＯＭ 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＣＯＭ　Ｘ 

連番種類＝ 
　　　　　　１０進数 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　ＣＯＭ　Ｘ 

☆印刷物の変更は後からでもできます。 ＋ で変更もできます。
印刷物 

取 消 
シフト 



⑬１～３までの連番なので、「開始」は［１］

と入力し、 を押します。

⑭「終了」は［３］と入力し、 を押

します。

⑮画面には連番設定を示す が表示されま

す。 を押します。

⑯次のブロックの入力です。［Ｐ］、［１］と入

力し、 を押します。

⑰次のブロックを入力します。
［Ｙ］、［１］と入力します。

改ブロック 

改ブロック 

確　定 
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　　　開始＝　　　０ 
　　　終了＝　　　３ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　ＣＯＭ　Ｘ 

　  

　　ＣＯＭ　Ｘ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００３  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　  

ＯＭ　Ｘ　　Ｐ１ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００４  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　Ｘ　　Ｐ１　Ｙ１ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００４  

　  
　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

☆入力画面に「 」が表示され、ここにカーソルがあるときは入力文字の下に、連番の設定内容「［10］

1-3」が表示されます。この表示の意味は、

［選択した10進数］（開始数値）－（終了数値）

です。カーソルが「 」の下にある場合のみ表示されます。

　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　　０ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　ＣＯＭ　Ｘ 



以上で入力は終了です。
続けて印刷してみましょう。

⑱ を押します。

⑲画面を確認し、 を押します。

⑳続けて を押します。印刷を開始します。

◯21 印刷が終了したらカッタボタン を押し、チューブをカットします。

印刷されたチューブには、下図のような先端余白と後余白がつきます。
※オプション設定の空送りをする設定になっていると先端余白が長くなります。

確　定 

確　定 

印 刷 
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X 1 X 2 X 3 X 1

X
2

X
3

P1
P1Y1

Y1

COM
COM

開始ブロック：　　１ 
　　部数　　：　０１ 
　　【印刷範囲】 

終了ブロック：　　４ 

全長補正＝ 
　　　　２４０．０㎜ 
　　【印刷全長】 

　　　　　　０．０㎜ 

☆途中で印刷を中止したいときは、 を押してください。取 消 

先端余白

後余白



◯22 チューブ印刷用に入力したデータを、（テー
プ 印 刷 用 ） と し て 利 用 す る 場 合 に

は、 キーを押してから キーを

押します。

◯23 印刷物選択画面で または キーでテー

プを表示選択します。 を押してサイズを

選択し、 または キーでテープ幅を選

択します。 を押します。

◯24 チューブ印刷の時にピッチモードで印刷する
と、テープ印刷の時もピッチ長の再設定画面

が表示されます。ピッチ長を設定し

を押します。

確　定 

確　定 

印刷物 

取 消 シフト 
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サイズ＝　５　㎜ 
テープ 
　【印刷物選択】 

　 

　　　１０．０　㎜ 
　 
　　【ピッチ長】 

　 



①インクリボンカセットと専用アタッチメント、記名板をセットします。詳しいセット方
法はアタッチメントに付属の取扱説明書をご覧ください。

②本体の電源をONにします。

③ を押して「新規」を選択し、

を押します。
前に操作した時に入力した文書が無い場合
は、この画面は表示されません。

確　定 
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4-2 端子記名板に直接印刷する
（ここがポイント）

・専用の記名板（0.5mm厚、0.3mm厚。塩ビ製）または市販の塩ビ製記名板に、専用ア
タッチメント（品番：LM-KA390）を使用して直接印字できます。

・従来機種のように、専用テープに印刷して端子記名板に貼り付けて使うこともできます。

・使用できるインクリボンカセットは、LM-IR340Bのみです。
旧モデルのインクリボンカセットはご使用になれませんのでご注意ください。

・設定できるピッチ長は、
記名板：2.5mm～60mm
テープ：4mm～60mm です。

・記名板の切断には市販のハサミを使用してください。本体搭載のカッタボタン（全カ
ット）を使用すると故障の原因となります。

このサンプルを作ってみましょう

・使用する記名板：LM-KA485（8.5mm幅、0.5mm厚）

・使用するインクリボンカセット：LM-IR340B

・ピッチ長：10mm

X 2X 1 X 3 P 1 Y 1COM

　　　　残っています 
作成中の文書が 
 

　　新規　　継続 



④ （または ）を押して「記名板0.5mm

厚」を選択し、 を押します。

⑤ （または ）を押して「8.5mm」を選

択し、 を押します。

⑥入力画面になります。［Ｃ］［Ｏ］［Ｍ］と入

力し、 を押します。改ブロック 

確　定 
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サイズ＝－－－　㎜ 
記名板０．５ｍｍ厚 
　【印刷物選択】 

　 

サイズ＝８．５　㎜ 
記名板０．５ｍｍ厚 
　【印刷物選択】 

　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　キメイバン　８．５ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　　 

☆印刷物選択の上段は、印刷物の種類を示しています。 または を押すと、次のように切り替わり

ます。
MAXチューブ⇔非塩ビチューブ⇔一般チューブ⇔収縮チューブ⇔テープ⇔記名板0.3mm厚⇔記名板
0.5mm厚

☆記名板は、LM-390TまたはLM-390T/Wのみでご使用いただけます。
☆LM-340TまたはLM-340T/Wご使用の場合は、記名板には直接印字できません。
テープに印字し記名板に貼ってお使いください。
テープに印字する場合は、手順④でテープを選択してください。
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⑦第2ブロックは連番の入力です。まず、［Ｘ］
と入力します。

⑧続けて、 を押します。

⑨「連番種類」は10進数で良いので

を押します。

⑩１～３までの連番なので、「開始」は［１］

と入力し、 を押します。

⑪「終了」は［３］と入力し、 を押

します。

⑫画面には連番設定を示す が表示されま

す。 を押します。改ブロック 

確　定 

確　定 

連 番 

第4章　基本操作

　  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＣＯＭ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００２  

　　　　　　　　　キメイバン　８．５ｍｍ  

　  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＣＯＭ　Ｘ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００２  

　　　　　　　　　キメイバン　８．５ｍｍ  

連番種類＝ 
　　　　　　１０進数 

　　ＣＯＭ　Ｘ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００２  

　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　　０ 

　　ＣＯＭ　Ｘ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００２  

　　ＣＯＭ　Ｘ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００２  

　　　開始＝　　　０ 
　　　終了＝　　　３ 

　  

　　ＣＯＭ　Ｘ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００３  

　　　　　　　　　キメイバン　８．５ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  



⑬次のブロックの入力です。［Ｐ］［１］と入力

し、 を押します。

⑭同様に次のブロックを入力します。［Ｙ］［１］
と入力します。

⑮以上で入力は終了です。印刷してみましょう。

を押します。

⑯入力したブロックすべてを印刷するので

を押します。

⑰そのまま を押します。印刷を開始

します。

⑱印刷が終了したら、市販のハサミで記名板をカットしてください。

確　定 

確　定 

印 刷 

改ブロック 
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第4章　基本操作

☆テープを印字した場合は、 を押し、テープをカットします。

☆「印刷範囲」で表示される部数は、同じものを指定された部数で印刷します。
☆「印刷範囲」で表示される開始・終了番号は入力したブロック番号です。初期値は入力中の最終ブロッ
クまでとなっています。

☆「印刷全長」画面では全体の印刷長さと、補正したい場合の補正値が表示されます。

☆「2-6  用語の説明」23ページ
☆「7-11  印刷する」111ページ

　  

ＯＭ　Ｘ　　Ｐ１ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００４  

　　　　　　　　　キメイバン　８．５ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　  

　Ｘ　　Ｐ１　Ｙ１ 
　　　　　　　１０．０　ライン　　００４  

　　　　　　　　　キメイバン　８．５ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

開始ブロック：　　１ 
　　部数　　：　０１ 
　　【印刷範囲】 

終了ブロック：　　４ 

全長補正＝ 
　　　　　６０．０㎜ 
　　【印刷全長】 

　　　　　　０．０㎜ 
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第4章　基本操作

①インクリボンカセットとテープカセットをセットします。

②本体の電源をONにします。

③ （または ）を押して「新規」を選択

し、 を押します。確　定 

　　　　残っています 
作成中の文書が 
 

　　新規　　継続 

4-3 デバイスラベル用にテープ印刷する
（ここがポイント）

・専用テープに印刷します。

・使用できるインクリボンカセットは、LM-IR340B（黒）のみです。

・使用できるテープカセットは、LM-TP312W（12mm幅・白）/TP309W（9mm幅・白）
/TP305W（5mm幅・白）/TP309T（9mm幅・透明）/TP305T（5mm幅・透明）
/TP312Y（12mm幅・黄）/TP309Y（9mm幅・黄）/TP305Y（5mm幅・黄）の8種
類のみです。

・設定できるピッチ長は最小4mm～最長60mm（0.1mm単位）です。

このサンプルを作ってみましょう

・使用するテープ：LM-TP312W（12mm幅・白）

・使用するインクリボンカセット：LM-IR340B（黒）

・ピッチ長 30mm

R 3
（A 3 2 1） 

R 2
（A 3 2 1） 

R 1
（A 3 2 1） 

S 1
（A 3 2 1） 

S 2
（A 3 2 1） 

☆「3-1  インクリボンカセットのセットのしかた」26ページ
「3-3  テープカセットのセットのしかた」31ページ

☆前に操作した時に入力した文書が無い場合は、③の画面は表示されません。



☆「印刷物選択」画面では印刷物の種類とそのサイズを選択します。上段が印刷物の種類、下段がサイズ
です。

☆上段・下段の切り替えは、 （または ）を押します。

☆印刷物選択の上段は、印刷物の種類を示しています。 または を押すと、次のように切り替わります。

MAXチューブ⇔非塩ビチューブ⇔一般チューブ⇔収縮チューブ⇔テープ⇔記名板0.3mm厚⇔記名板
0.5mm厚

☆印刷物選択の下段は、テープ幅を示しています。 または を押すと、次のように切り替わります。

5⇔9⇔12⇔5
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第4章　基本操作

④画面が「印刷物選択」に変わります。

（または ）を押して「テープ」を選

択し、 を押します。

⑤ （または ）を押して「12mm」を選

択し、 を押します。

⑥ を押して、先頭の にカーソルをあわせ

ます。

⑦ を押します。［３］［０］と押して、

「30mm」と表示されているのを確認し、

を押します。確　定 

ピッチ長 

確　定 

サイズ＝　５　㎜ 
　　　テープ 
　【印刷物選択】 

　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　　 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　　 
ピッチ長＝ 
　　　　　３０．０㎜ 
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第4章　基本操作

⑧入力画面になります。 を押して の直

後にカーソルを移動し［Ｒ］と入力します。

⑨続けて、 を押します。

⑩「連番種類」は10進数を選択し、

を押します。

⑪１～３までの連番なので、「開始」は［１］

と入力し、 を押します。

⑫「終了」は［３］と入力し、 を押

します。

確　定 

確　定 

連 番 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　Ｒ 

　　　　　　　３０．０　ライン　　００１  

　　Ｒ 
連番種類＝ 
　　　　　　１０進数 

　　　　　　　３０．０　ライン　　００１  

　　Ｒ 
　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　　０ 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　　 

　　　　　　　３０．０　ライン　　００１  

　　Ｒ 
　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　　３ 
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⑬画面には連番設定を示す が表示されま

す。 を押します。

⑭［（ ］［Ａ］［３］［２］［１］［）］と２行目を

入力し、 を押します。

「（」は を押してから 押します。

「 ) 」は を押してから 押します。

⑮次のブロックの入力です。同様に［Ｓ］と入

力し、 を押します。

⑯「連番種類」は10進数を選択し、

を押します。

確　定 

連 番 

X
） 

シフト 

Z
（ 

シフト 

改ブロック 

改 行 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　　５ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００２  

　　Ｒ 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　　テープ　　　５ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００２  

　　（Ａ３２１） 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　（Ａ３２１）　Ｓ 
連番種類＝ 
　　　　　　１０進数 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　（Ａ３２１）　Ｓ 
　　　開始＝　　　０ 
　　　終了＝　　　０ 

☆改行しての複数行印字は、チューブ印字においても設定できます。但し、チューブ径と文字サイズによ
り印字できない場合もあります。
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第4章　基本操作

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　（Ａ３２１）　Ｓ 
　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　　２ 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

（Ａ３２１）　Ｓ 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

Ａ３２１）　Ｓ 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

Ｓ　　（Ａ３２１） 

⑰１～２までの連番なので、「開始」は［１］

と入力し、 を押します。

⑱「終了」は［2］と入力し、 を押し

ます。

⑲画面には連番設定を示す が表示されま

す。 を押します。

⑳［（ ］［Ａ］［３］［２］［１］［ ）］と２行目を
入力します。

改 行 

確　定 

　  

　　　　　　　３０．０　ライン　　００２  

　（Ａ３２１）　Ｓ 
　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　　０ 
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　ハーフカット 
　なし　実線　点線 
　【ピッチカット】 

　 

開始ブロック：　　１ 
　　部数　　：　０１ 
　　【印刷範囲】 

終了ブロック：　　２ 

全長補正＝ 
　　　　１５０．０㎜ 
　　【印刷全長】 

　　　　　　０．０㎜ 

◯21 最後にブロック毎にハーフカットを入れる設

定をします。 キーを押してから

キーを押します。

◯22 「ピッチカット」設定画面で、 キーを押

して「ハーフカット」を選択します。

◯23 キーを押し、ピッチカットの設定

を終了します。

◯24 以上で入力は終了です。

◯25 印刷してみましょう。

を押します。

◯26 入力したブロックすべてを印刷するので

を押します。確　定 

印 刷 

確　定 

ピッチカット 

ピッチ長 

シフト 

☆「印刷範囲」で表示される部数は、入力されたブロック順番をそのままにグループとして指定された部
数印刷する機能です。

　ハーフカット 
　なし　実線　点線 
　【ピッチカット】 
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◯27 続けて を押します。印刷を開始します。

◯28 印刷が終了したらカッタボタン を押し、テープをカットします。

確　定 

第4章　基本操作

☆「印刷範囲」で表示される開始・終了番号は入力したブロック番号です。初期値は入力中の最終ブロッ
クまでとなっています。

☆「印刷全長」画面では全体の印刷長さと、補正したい場合の補正値が表示されます。

☆「2-6  用語の説明」23ページ
☆「7-11  印刷をする」111ページ



①インクリボンカセットとテープカセットをセットします。

②本体の電源をONにします。

③ を押して「新規」を選択し、

を押します。

確　定 
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　　　　残っています 
作成中の文書が 
　 

　　新規　　継続 

マックス電機株式会社 
０３（３６６９）８１０８ TEL

☆「3-1  インクリボンカセットのセット」26ページ、「3-3  テープカセットのセット」31ページ

☆前に操作した時に入力した文書が無い場合は、上記③の画面は表示されません。

4-4 社名ラベルをテープ印刷する（ピッチ印刷しない場合）
（ここがポイント）

・専用テープに印刷します。

・使用できるインクリボンカセットは、LM-IR340B（黒）のみです。

・使用できるテープカセットは、LM-TP312W（12mm幅・白）/TP309W（9mm幅・白）
/TP305W（5mm幅・白）/TP309T（9mm幅・透明）/TP305T（5mm幅・透明）
/TP312Y（12mm幅・黄）/TP309Y（9mm幅・黄）/TP305Y（5mm幅・黄）/の8
種類のみです。

（このサンプルを作ってみましょう）

・使用するテープ：LM-TP312W（12mm幅・白）

・使用するインクリボンカセット：LM-IR340B



56

第
4
章

社
名
ラ
ベ
ル
を
テ
ー
プ
印
刷
す
る
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　サイズ＝１２　㎜ 
　　　テープ 
　【印刷物選択】 

　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　 

☆印刷物選択の上段は、印刷物の種類を示しています。 または を押すと、次のように切り替わ

ります。
ＭＡＸチューブ⇔非塩ビチューブ⇔一般チューブ⇔収縮チューブ⇔テープ⇔記名板0.3mm厚⇔記名板
0.5mm厚

☆上段・下段の切り替えは、 （または ）を押します。

④ （または ）を押して「テープ」を選

択し、 を押します。

⑤ （または ）を押して「12mm」を選

択し、 を押します。

⑥入力画面になります。 を押して先頭の

にカーソルを合わせます。

⑦ を押します。削  除 

確　定 
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⑧ を押して の直後にカーソルを移動しま

す。

⑨ を押して、入力モードインジケー

タをローマ字にあわせます。

⑩「まっくす」と入力し、 を押して

カタカナに変換し、 を押します。

⑪「でんき」と入力し、 を数回押し

て「電機」にします。

⑫ を押します。

⑬「かぶしきがいしゃ」と入力し、

を押します。

変　換 

確　定 

変　換 

確　定 

入　力 

入　力 

第4章　基本操作

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　 

まっくす 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　 

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　マックス　 

電機 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　マックス 

３．０　　　　　　　　　　　００１  

株式会社 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　マックス電機 

３．０　　　　　　　　　　　００１  
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⑭「株式会社」に変換されたら、 を

押します。

⑮ を押します。

⑯ を押して の前にカーソルを移動し

を押します。

⑰ （または ）を押して「倍角」を選択

し を押します。

⑱画面下部の文字幅インジケータが倍角になり
ます。

確　定 

文字幅 

改 行 

確　定 

第4章　基本操作

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

ックス電機株式会社 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

クス電機株式会社 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

クス電機株式会社 

文字幅＝倍角 
　 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

クス電機株式会社 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

クス電機株式会社 
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⑲ を押して の後ろにカーソルを移動

します。 を押してから を押し

ます。

⑳ （または ）を押して「事務記号」を

選択し、 を押します。

◯21 （または ））を押して「TEL」を選

択し、 を押します。

◯22 １文字あけるので を押します。

◯23 ［０］［３］［（］［３］［６］［６］［９］［）］
［８］［１］［０］［８］と入力し、

を押します。確　定 

スペース 

確　定 

確　定 

記 号 

連 番 シフト 

第4章　基本操作

記号＝数字 
　 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

クス電機株式会社 

記号＝事務記号 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

クス電機株式会社 

№㏍℡　㈱㈲㈹ 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

ス電機株式会社　℡ 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

電機株式会社　℡ 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

３６６９）８１０８ 
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◯24 枠囲みを設定するので、 を押して

から を押します。

◯25 を押して、「する」を選択し を

押します。

◯26 以上で入力は終了です。印刷してみましょう。

を押します。

◯27 印刷が終了したらカッタボタン を押し、テープをカットします。

印 刷 

確　定 

枠 囲 

連 続 

シフト 

第4章　基本操作

　　する　しない 
　 
　　【枠囲み】 

　 

☆「7-11  印刷する」111ページ

　 
　　する　しない 

　　【枠囲み】 

　 

☆数字入力の時、入力モードを英大または英小にして入力しても結構です。この場合、長音は短いハイ

フンになります。また、直接確定入力となるので を押す必要はありません。確　定 



文字や記号を入力する

第 5 章

5-1 英数字入力のしかた ………………………………………62

5-2 ローマ字入力のしかた ……………………………………64

5-3 かな入力のしかた（かなめくり方式）……………………65

5-4 漢字変換のしかた（熟語変換）……………………………67

5-5 単漢字変換のしかた ………………………………………69

5-6 カタカナ変換のしかた ……………………………………71

5-7 JISコード入力のしかた……………………………………73

5-8 記号入力のしかた …………………………………………75



62

第
5
章

英
数
字
入
力
の
し
か
た

5-1 英数字入力のしかた

第5章　文字や記号を入力する
第5章　文字や記号を入力する

アルファベット、数字を入力します。

を押すと、画面左上の入力インジケ

ータが次のように切り替わります。
英大→英小→ローマ字→かな→英大・・・

「英大」が選ばれているときは、押したアルファベットキーの大文字が入力されます。
「英小」が選ばれているときは、押したアルファベットキーの小文字が入力されます。

入　力 

例１．「SW」と入力してみます。（純正チューブ 3.6mmを選択しているときの例です。）

① を数回押して、入力インジケータ

を「英大」にします。

②［Ｓ］［Ｗ］と入力します。確定画面に直接
文字が入力されます。

入　力 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００２  

　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００２  

　　ＳＷ 

☆電源をＯＮにした時の初期値は「英大」です。
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例２．「Ｓｗ－１」と入力してみます。（純正チューブ 3.6mmを選択しているときの例です。）

① を数回押して、入力インジケータ

を「英大」にします。

②［Ｓ］を入力します。

③ を1回押して、入力インジケータ

を「英小」にします。

④続けて［ｗ］［長音］［１］と入力します。

入　力 

入　力 

第5章　文字や記号を入力する

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　Ｓ 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　Ｓ 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　Ｓｗ－１ 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  
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5-2 ローマ字入力のしかた

第5章　文字や記号を入力する

☆「5-4  漢字変換のしかた」67ページ

☆ や で１文字ずつ入力した文字を削除できます。「6 入力した文字を消去する、設定を初期化

する」78ページ

B S削  除 

例．「でんき」と入力してみます。（純正チュー
ブ 3.6mmを選択しているときの例です。）

① を数回押して、入力インジケータ

を「ローマ字」にします。

②［Ｄ］［Ｅ］［Ｎ］［Ｎ］［Ｋ］［Ｉ］と入力し
ます。

③よみ候補表示エリアに「でんき」と表示され
ます。

④ を押します。確定画面に文字が入

力されます。

確　定 

入　力 

アルファベットキーを使って、ローマ字でひらがなを入力します。

を押すと、画面左上の入力インジケ

ータが次のように切り替わります。
英大→英小→ローマ字→かな→英大・・・

入　力 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　 

でんき 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　でんき 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００１  
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5-3 かな入力のしかた（かなめくり方式）

第5章　文字や記号を入力する

かなめくりキーを使って、ひらがなを入力します。

を押すと、画面左上の入力インジケ

ータが次のように切り替わります。
英大→英小→ローマ字→かな→英大・・・

各キーに入っている文字は次の通りです。

（かな入力規則表）

あ行 あ→い→う→え→お→ぁ→ぃ→ぅ→ぇ→ぉ→あ

か行 か→き→く→け→こ→ヵ→ヶ→か

さ行 さ→し→す→せ→そ→さ

た行 た→ち→つ→て→と→っ→た

な行 な→に→ぬ→ね→の→な

は行 は→ひ→ふ→へ→ほ→は

ま行 ま→み→む→め→も→ま

や行 や→ゆ→よ→ゃ→ゅ→ょ→や

ら行 ら→り→る→れ→ろ→ら

わ行ん わ→を→ん→ゐ→ゑ→ヴ→ゎ→わ

が行 が→ぎ→ぐ→げ→ご→が

ざ行 ざ→じ→ず→ぜ→ぞ→ざ

だ行 だ→ぢ→づ→で→ど→だ

ば行 ば→び→ぶ→べ→ぼ→ば

ぱ行 ぱ→ぴ→ぷ→ぺ→ぽ→ぱ

例１．「でんき」と入力してみます。（純正チューブ 3.6mmを選択しているときの例です。）

① を数回押して、入力インジケータ

を「かな」にします。

入　力 

入　力 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　 

　  

　　　　　　　１０．０　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  
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第5章　文字や記号を入力する

でんき 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　でんき 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　 

たっち 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

②［だ行］を４回、［わ行ん］を３回、［か行］
を２回押します。

③よみ候補表示エリアに「でんき」と表示され
ます。

④ を押します。確定画面に文字が入

力されます。

例２．「タッチ」と入力してみます。

① を数回押して、入力インジケータ

を「かな」にします。

②［た行］を１回、 を１回、［た行］を6回、

を１回、［た行］を2回押します。

③よみ表示エリアに「たっち」と表示されます。

入　力 

確　定 
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④ を押します。よみ候補が「タッチ」

に変わります。

⑤ を押します。確定画面に文字が入力

されます。

ローマ字入力やかな入力で入力した「よみ」を漢字に変換します。

例．「電機」と入力してみます。

①「でんき」とよみ表示エリアに入力します。

② を押します。変　換 

確　定 

入　力 

5-4 漢字変換のしかた（熟語変換）

第5章　文字や記号を入力する

タッチ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　タッチ 

でんき 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

電気 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  
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③もう３回 を押します。

④ を押します。確定画面に文字が入

力されます。

（熟語変換でのキーの役割）

キー 役　　　　　　　　割

よみを漢字に熟語変換します。（最長一致方式）

漢字変換を中止します。変換前の場合はよみ入力をクリアします。

次の変換候補を表示します。

１つ前の変換候補を表示します。

（ ） 変換するよみの範囲を短く（長く）します。

取 消 

変　換 

確　定 

変　換 

第5章　文字や記号を入力する

電機 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　電機 
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5-5 単漢字変換のしかた

熟語変換で入力したい漢字にうまく変換できない場合は、よみを入力し を押して

から を押すと漢字の候補を一覧表示します。

例．「硝」と入力してみます。

①「しょう」とよみ表示エリアに入力します。

② を押してから を押します。

③ を4回押します。次々と候補が表示され

ます。

変　換 シフト 

変　換 

シフト 

第5章　文字や記号を入力する

しょう 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

しょう 
小賞症省相章商昭証性 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

しょう 
焼憧焦照哨召硝唱祥嘗 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

☆単漢字変換する場合は、漢字のよみを「音読み」で入力します。
☆単漢字変換では、よみに該当する漢字が無い場合はよみのみを表示します。
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④ （または ）を押して、変換候補の

「硝」の位置にカーソルを移動させます。

⑤ を押して、「硝」を確定させます。

確定画面に文字が入力されます。

（単漢字変換でのキーの役割）

キー 役　　　　　　　　割

→ よみを単漢字変換で漢字に変換します。

変換中の場合は、変換を中止しよみ入力状態に戻します。

読み入力状態の場合は、よみ入力をクリアします。

（ ） 変換候補のカーソルが移動します。

次の変換候補群を表示します。

１つ前の変換候補群を表示します。

取 消 

変　換 シフト 

確　定 

第5章　文字や記号を入力する

しょう 
焼憧焦照哨召硝唱祥嘗 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　硝 

☆よみがわからない場合は、「5-7  JISコード入力のしかた」73ページを参照してください。
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5-6 カタカナ変換のしかた
ローマ字入力やかな入力で入力した「よみ」をカタカナに変換します。

例１．「マックス」と入力してみます。

①「まっくす」とよみ表示エリアに入力します。

② を押します。

③ を押します。確定画面に文字が入力

されます。

確　定 

入　力 

第5章　文字や記号を入力する

まっくす 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

マックス 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　マックス 
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例２.「ビデオ入力」と入力してみます。

①「びでおにゅうりょく」とよみ表示エリアに
入力します。

② を押します。

③ を押して「ビデオ」だけを反転表示にし

ます。

④ を押します。「ビデオ」だけが確定

画面に入力されます。

⑤ を押し「ニュウリョク」を漢字に

変換します。

変　換 

確　定 

入　力 

第5章　文字や記号を入力する

びでおにゅうりょく 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

ビデオニュウリョク 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

オート　　　　　　　　　　　００２  

ビデオにゅうりょく 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　ビデオ 

オート　　　　　　　　　　　００２  

ニュウリョク 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　ビデオ 

オート　　　　　　　　　　　００２  

入力 



よみがわからない漢字や記号などは、本書巻末の「JISコード一覧表」を参照してJISコー
ドによる入力ができます。

例．「祥」と入力してみます。

① を押してから を押します。
漢J I S

語 句 シフト 
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⑥ を押します。確定画面に文字が入力

されます。

（カタカナ変換でのキーの役割）

キー 役　　　　　　　　割

よみをカタカナに変換します。

よみ入力をクリアします。

（ ） 変換するよみの範囲を短く（長く）します。

取 消 

入　力 

確　定 

5-7 JISコード入力のしかた

第5章　文字や記号を入力する

ＪＩＳ＝ 
　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ビデオ入力 

JISコード一覧表の見方
※「祥」の場合、「3E4」＋「D」となり、
［3］［E］［4］［D］と入力します。
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第5章　文字や記号を入力する

②本書巻末の「JISコード一覧表」に従って
［３］［Ｅ］［４］［Ｄ］と入力します。

③ を押します。確定画面に文字が入力

されます。

（JISコード入力でのキーの役割）

キー 役　　　　　　　　割

→ JISコード入力モードにします。

JISコード入力を中止し入力画面に戻ります。

入力中のコードの末尾１桁を削除します。

入力中のコードをクリアします。

JISコード入力モードの場合、該当コードを含んだ候補一覧

を表示します。

変　換 

削  除 

B S

取 消 

語 句 シフト 

確　定 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　祥 

☆手順②で を押すと入力したJISコードの文字とその前

後のJISコード文字が一覧で表示されます。 または で選

択して を押すと入力できます。

☆また、手順②で「3E4」までを入力し を押すと

「3E40」を先頭に８文字の候補をJISコード順に表示します。
☆候補漢字が歯抜け状態で表示される場合がありますが、これはその部分のコードに該当する文字が無い
ことを示しています。

変　換 

確　定 

変　換 

ＪＩＳ＝３Ｅ４Ｄ 
　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

ＪＩＳ＝３Ｅ４Ｏ 
　　樟樵沼消渉湘焼焦 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  
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5-8 記号入力のしかた
記号を入力します。

例．「cm」と入力してみます。

① を押してから を押します。

② （または ）を押して「単位」を表示

します。
記号グループ名は次の通り切り替わります。
数字⇔英字丸囲み⇔単位⇔事務記号⇔上付文
字⇔下付文字⇔電設①⇔電設②⇔電設③⇔筆
記体⇔ギリシャ文字⇔数字⇔…

③ を押して入力する記号グループを

選択します。

④記号一覧が最下段に表示されます。

（または ）を押して「cm」を反転表

示します。

確　定 

記 号 

連 番 シフト 

第5章　文字や記号を入力する

記号＝数字 
　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

記号＝単位 
　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

記号＝単位 
　　㎜㎝㎞　　　　ｈａ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　 

記号＝単位 
　　㎜㎝㎞　　　　ｈａ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  
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⑤ 押します。確定画面に「cm」が入

力されます。

（記号入力でのキーの役割）

キー 役　　　　　　　　割

→ 記号入力モードにします。

記号入力を中止し入力画面に戻ります。

記号グループの選択画面（手順②）で押すと工場出荷時のグ

ループが表示されます。

→ キートップの右下の記号を入力します。（例では＃を入力）

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、長音 
－ 

L
＃ 

K
？ 

J
！ 

M
＋ 

N
＊ 

B
／ 

V
＝ 

C
～ 

X
）

Z
（ 

L
＃ 

シフト 

削  除 

取 消 

連 番 シフト 

確　定 

第5章　文字や記号を入力する

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　㎝ 

☆選択したグループは電源をOFFにするまで記憶されます。次に記号を呼び出すときには、前回入力した
グループが始めに表示されます。

☆「記号類一覧表」190ページ
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6-1 削除キーの使いかた

第6章　入力した文字を消去する、設定を初期化する
第6章　入力した文字を消去する、設定を初期化する

（使うキー）

（入力画面での機能）
・カーソル位置の文字を１文字ずつ削除します。

・ （ブロックマーク）にカーソルがある場合は、そのブロックを削除します。

・ （連番マーク）にカーソルがある場合は、その連番マークを削除します。（連番設

定も消去されます。）

・ （改行マーク）にカーソルがある場合は、その改行マークを削除し、行の連結を行

ないます。

・ （ピッチマーク）にカーソルがある場合は、そのピッチマークを削除します。

※２つ以上の がある場合は、先頭の は削除できません。

※先頭の を削除するとピッチ印刷が解除されます。

（その他の画面での機能）
・選択項目がある機能設定画面では、選択値を初期化します。

（使うキー）

（入力画面での機能）
・カーソル位置の直前の文字を１文字ずつ削除します。

・ （ブロックマーク）の直後にカーソルがある場合は、そのブロックを削除します。

・ （連番マーク）の直後にカーソルがある場合は、その連番マークを削除します。

（連番設定も消去されます。）

・ （改行マーク）の直後にカーソルがある場合は、その改行マークを削除し、行の連

結を行ないます。

・ （ピッチマーク）の直後にカーソルがある場合は、そのピッチマークを削除します。

※２つ以上の がある場合は、先頭の は削除できません。

※先頭の を削除するとピッチ印刷が解除されます。

（その他の画面での機能）
・数値入力する機能設定画面では、入力した数値の末尾１桁を削除します。

B S

削  除 

6-2 BSキーの使いかた
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6-3 全文削除キーの使いかた

第6章　入力した文字を消去する、設定を初期化する

（使うキー） を押してから

（入力画面での機能）
・入力中の文書を全文削除します。

※先頭の 以外の も削除されます。

※先頭ブロックの設定値は削除前のまま残ります。

（その他の画面での機能） ありません。

削  除 シフト 
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6-4 設定初期化キーの使いかた

第6章　入力した文字を消去する、設定を初期化する

（使うキー） を押してから

（入力画面での機能）
・ 設定値を初期化します。
・ 入力中の文書がある場合は、無効となります。全文削除後に再度操作してください。
・ 初期化される設定値と初期化されない設定値があります。下表を参照ください。

B Sシフト 

※チューブウォーマーの設定は、LM-390T/W、LM-340T/Wのみです。

初期化される設定

設　定 デフォルト値

文字高さ テープ：3.0mm

※テープはオート不可

チューブ：オート（3.0mm）

文字幅 標準

文字間 標準

行間 標準

ピッチ長 テープ　：ピッチ長初期値設定値

チューブ：ピッチ長初期値設定値

ピッチカット テープ　：実線

チューブ：ハーフカット

縦・横設定 横書

枠囲み しない

反転 しない

印字長 オート

左右余白 左余白：2mm

右余白：2mm

連続 テープ　：連続初期値設定値

チューブ：連続初期値設定値

文字配置 中央

初期化されない設定

設　定 デフォルト値

印刷物種類 MAXチューブ

印刷物サイズ （印刷物種類毎の最小値）

6.9印字 下線

印字濃度 4

カット位置 0.0mm

表示濃度 4

オートオフ する

低速モード しない

ピッチ長初期値 テープ　：10.0mm

チューブ：20.0mm

連続初期値 テープ　：1回

チューブ：2回

連番印刷順序 連続優先

英数書体 標準

上下印字位置 0.0mm

LCDバックライト 明るい

先頭空送り する

チューブウォーマー OFF

☆記名板はLM-390T・LM-390T/Wのみで使用できます。
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6-5 取消キーの使いかた

（使うキー）
（入力画面での機能）
・漢字変換中で、変換対象が反転しているときは反転を解除します。
・漢字変換中で、よみだけが入力されている場合は、よみをクリアします。

（その他の画面での機能）
・印刷画面では、設定を中止し入力画面に戻ります。
・印刷中は、印刷を中止します。
・機能設定画面では、設定を取り消して入力画面に戻ります。

入力文書をブロック単位で複写し、ブロックマーク位置や文末に貼り付けられます。この
とき同時に複写したブロックの設定値（文字高さ／文字幅／連続／連番）も複写／貼付さ
れます。なお、複写できる最大文字数は51文字までです。

①入力文書内で、複写したいブロックにカーソ
ルを合わせます。

② を押してから を押します。画

面に「複写完了」が表示され、カーソル位置
のブロック内容を設定値ごと複写（一時保存）
します。

複 写 

メモリ シフト 

取 消 

第6章　入力した文字を消去する、設定を初期化する

6-6 入力した文書の複写・貼付のしかた

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　Ｘ１　Ｐ１ 

　　　複写完了 
　 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　Ｘ１　Ｐ１ 
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③複写内容を貼り付けたい位置にカーソルを合

わせ、 を押してから を押しま

す。

文書の途中にあわせると、カーソルのあるブ
ロックの直前に複写したブロックを挿入貼付
けします。文末に合わせると、複写したブロ
ックを文末に貼付けます。

④画面に「貼付完了」を表示後、複写した内容
を指定位置に設定値ごと貼り付けます。

貼 付 

イメージ シフト 

第6章　入力した文字を消去する、設定を初期化する

☆「複写」せずに「貼付」操作をすると「複写データなし」エラーを表示し、貼り付けできません。また
「貼付」で「文字数オーバー」や「ブロック数オーバー」になる場合も各エラーメッセージを表示して
貼り付けできません。

☆文書入力していないブロックを「複写」すると、「登録文書無し」エラーを表示して、複写できません。

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　Ｘ１　Ｐ１ 

　　　貼付完了 
　 

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　Ｘ１　Ｐ１ 

　  

　　　　　　　オート　　カット　　００１  

　　　　　　　　　　　テープ　　１２ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　Ｘ１　Ｘ１　Ｐ１ 
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7-1 文字高さを変える

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）
第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

① キーを押します。

②設定画面上段に「文字高さ」、下段に「オート」
を表示し、「文字高さ」の数値が反転表示に

なりますので、変更するときは キーまたは

キーで数値を選びます。

③ キーで設定画面下段「オート」の「ON」

が反転しますので、 キーまたは キー

でON／OFFを切り換えます。

文字高 

☆「文字高さ」を2.4mmで設定した行に英数以外の文字（ひらがな、カタカナ、漢字等）がある場合は、
その行のすべての文字を2.0mmで出力（印刷）します。

「オート」がONの場合、印刷物のサイズに合わせて最適な文字高さに自動で設定されます。
文字高さを変更しても、「オート」がONの場合は自動設定が優先されます。「指定した文
字高さで印刷する場合は、オートをOFFに設定してください。
カーソルのある行の文字高さを設定します。
初期値は3.0mm、設定範囲は1.3・2.0・2.4・3.0・4.0・6.0mm。チューブサイズやピッ
チ長に合わせて文字高さを調整する「オート」のON・OFF切り換えも設定できます。
※2.4mmは英数字のみ有効です。

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 

文字高さ＝３．０ 
　オート＝ＯＮ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　ＡＢＣ 

文字高さ＝３．０ 
　オート＝ＯＦＦ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　ＡＢＣ 
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④ キーを押すと、設定が確定されます。

また設定を初期値に戻す場合は キーを、

文字高さ設定を中止するには キーを

押します。

※「オート」をOFFに設定し、文字高さを設定
した場合、印刷物のサイズにより印刷高さオ
ーバーのエラーが出る事があります。その時
は、文字高さを変更してください。

取 消 

削  除 

確　定 

① キーを押します。

②設定画面に「文字幅」と表示し、右に現在の

設定が反転表示しますので キーまたは

キーで変更し、 キーを押します。

初期値（標準）に戻すには キーを、文字

幅設定を中止するには キーを押しま

す。

取 消 

削  除 

確　定 

文字幅 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 

7-2 文字幅を変える
カーソルのある行の文字幅を設定します。
設定範囲は標準・半角・倍角で、初期値は標準です。
文字高さ設定で「オート」をOFFに設定していないと文字幅を変更しても有効となりませ
ん。

文字幅＝標準 
　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　ＡＢＣ 

文字幅＝倍角 
　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　ＡＢＣ 
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7-3 文字間隔や行間隔を変える

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 

　　字間＝標準 
　　行間＝標準 

　【字間・行間】 

　 

作成した文書の文字間隔や行間隔を設定します。初期値は各々標準で、設定範囲は「字間」
が標準・狭い・密着・広い、「行間」が標準・狭い・広い・密着になります。
文字高さ設定で「オート」をOFFに設定していないと文字間隔や行間隔を変更しても有効
となりません。

① キーを押します。

②画面に【字間・行間】と表示します。
上段に「字間」、下段に「行間」が表示され、
「字間」右の標準が選択されています。

③設定を変えるには キーまたは キーで

変更する箇所を選び、 キーまたは キー

で変更する値を選びます。

④ キーを押すと選んだ値で設定されま

す。設定を初期値に戻すには キーを、

「字間・行間」設定を中止するには キ

ーを押します。

取 消 

削  除 

確　定 

字・行間 

　　字間＝標準 
　　行間＝狭い 

　【字間・行間】 

　 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　ＡＢＣ 
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7-4 文字を枠で囲む

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　 
　　する　しない 

　　【枠囲み】 

　 

　 
　　する　しない 

　　【枠囲み】 

　 

① キーを押してから キーを押し

ます。

②画面に【枠囲み】と表示しますので、 キ

ーまたは キーで設定を変えて、

キーを押します。設定を初期値（しない）に

戻すには キーを、「枠囲み」設定を中止

するには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

枠 囲 

連 続 シフト 

作成した文書すべてに対して枠囲みを設定します。（枠囲み）する／しないを設定します。
初期値は「しない」になっています。

☆ピッチモード時は、ブロック毎に枠囲みを行います。
☆印字長モード時は、文書全体を枠で囲みます。
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7-5 連続印刷枚数を設定する

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

連続＝　　４回 
　 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　ＡＢＣ 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００４  

　　ＡＢＣ 

ピッチ長モード時は、カーソルのあるブロックの連続印刷枚数の設定となります。工場出
荷時の初期値はテープが1枚、チューブが2個で、1～100枚の間で設定できます。印字長
モード時は、カーソル位置にかかわらずラベル全体の連続枚数の設定となります。
初期値はオプションの連続初期値で設定することも出来ます。

☆印字長モード時に「連続」印刷を設定すると、強制的にハーフカットされます。

① キーを押します。

②設定画面に「連続」と表示し、右に現在の設
定値を表示します。数字キー3桁入力で直接

枚数を指定するか、 キーまたは キー

で1枚ずつ枚数を増減して、 キーを

押します。

初期値に戻すには キーを、連続設定を中

止するには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

連 続 
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7-6 連番を設定する

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

① キーを押します。

②設定画面に「連番種類」を表示し、「10進数」

が反転表示しますので、 キーまたは

キーで種類を選び キーを押します。

初期値に戻すには キーを、「連番」設定

を中止するには キーを押します。

③設定画面上段に「開始」、下段に「終了」を
表示し、値は共に「0」になっています。

キーまたは キーを押すと開始／終了を

変更します。

④数字キーやアルファベットキーで直接、開始／

終了の値を入力し、 キーで「開始／

終了」画面を閉じます。「開始／終了」値を初

期化するには キーを、連番種類選択に戻す

には キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

取 消 

削  除 

確　定 

連 番 

カーソルのある位置に連番マーク が無い時は設定した値の連番マークを新規に作りま

す。連番は8進数・10進数・16進数・アルファベットから選択でき、8進数で0～7777、
10進数で0～9999、16進数で0～FFFF、アルファベットでＡ～Ｚの範囲で設定できます。
初期値は10進数で開始・終了とも0です。

連番種類＝ 
　　　　　　１０進数 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　ＡＢＣ 

　　　開始＝　　　０ 
　　　終了＝　　　０ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　ＡＢＣ 

　　　開始＝　　　１ 
　　　終了＝　　１０ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　　ＡＢＣ 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　  
　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００４  

　　ＡＢＣ 

☆印字長モード時に連番印刷を設定すると強制的にハーフカットされます。また印字長モード時には文
書全体で1個しか設定できません。

☆ は1ブロック当り1個で且つ文書全体で15個まで入ります。
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7-7 ピッチ印刷の設定を変える

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-7-1 ピッチ長を変える

カーソルのある位置のピッチ長を設定します。カーソル位置のブロックの先頭にピッチマ

ーク（ ）がある時は、そのブロックのピッチ長を修正し、ピッチマークが無い時はピ

ッチ長設定と共にブロックの先頭にピッチマークを挿入します。テープ印刷時の初期値は
10mmで、設定範囲は4～60mm「オート」、記名板印刷時の初期値は10mmで、設定範囲
は2.5～60mm「オート」、チューブ印刷時の初期値は20mmで、設定範囲は10～60mm
「オート」です。各々0.1mm単位で設定します。ここで表示される初期値（新規作成時の
値）はオプションのピッチ長初期値で設定変更することが出来ます。
※LM-390T・LM-390T/Wは文書中に最大5個、LM-340Tは文書中に1個の指定が出来ます。

① キーを押します。

②設定画面に「ピッチ長」と表示し、現在の設
定値を反転表示しますので、数字キーで4桁

まで直接入力するか、 キーまたは キ

ーを押し設定範囲内で0.1mmずつ値を増減

し、 キーを押します。

または キーを押すと「オート」と数

値指定を切り替える事が出来ます。

③初期値に戻すには キーを、ピッチ長設定

を中止するには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

ピッチ長 

☆ピッチマーク（ ）は最大5（340T、340T/Wは1個のみ）個まで入力できます。6個以上入力しよ
うとすると「 数オーバー」を表示します。

☆設定したピッチ長が直前（ブロック）のピッチ長と等しい場合には、ピッチマークは追加されません。
☆複数のピッチ長を設定した場合、先頭の マークは削除できません。必ず先に他の マークを削除

して下さい。
☆文頭の マークを削除すると、印字長モードに変更されます。尚、文書中に複数の連番印刷を指定し

ている場合は先頭のみを残して、他は解除されます。
☆文末でピッチ長を設定すると、改ブロックを挿入後に マークが挿入されます。
☆印字長モード（ マークが無い）からピッチ長モードに変更する場合は、必ず文書の先頭でピッチ長

を設定してください。
☆ピッチ長オートとは、入力された文字数に応じてピッチ長を自動で可変する機能です。ピッチ長オー
トは入力中の文書全体に設定され、数値指定の と混在は出来ません。最小サイズはオプションピッ

チ長初期値となります。

ピッチ長＝ 
　　　　　２０．０㎜　

　　ＡＢＣ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

ピッチ長＝ 
　　　　　３０．０㎜　

　　ＡＢＣ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００２  
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7-7-2 ピッチカットの設定を変える

作成した文書のピッチカットを設定します。
設定範囲はチューブ・テープは「なし・実線・点線・ハーフカット」で、記名板は「なし・
実線・点線」で、初期値はテープ・記名板印刷時が実線、チューブ印刷時がハーフカット
です。

① キーを押してから キーを押します。

②画面に【ピッチカット】を表示し、現在の設

定を表示します。 キーまたは キーを

押すと「ハーフカット／なし」を切り換えま

す。 キーまたは キーを押すと「な

し／実線／点線／ハーフカット」を順に切り
換えます。

③設定を有効にするには キーを、初期

値に戻すには キーを、ピッチカット設定

を中止するには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

ピッチカット 

ピッチ長 
シフト 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　ハーフカット 
　なし　実線　点線 
　【ピッチカット】 

　 

　ハーフカット 
　なし　実線　点線 
　【ピッチカット】 

　 

　　　　　　　２０．０　ライン　　００２  

　  
　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００４  

　　ＡＢＣ 

☆印字長モード時にはピッチカットは設定できません。
☆ハーフカットは記名板およびチューブφ6.0以上では設定できません。故障の原因となりますので使用
しないでください。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-7-3 印刷方向を縦に変える

作成した文書の印刷方向（縦書き／横書き）を設定します。

① キーを押してから キーを押します。

②画面に【印刷方向】と表示しますので、

キーまたは キーで設定を変えて、

キーを押します。設定を初期値（横

書）に戻すには キーを、「印刷方向」設

定を中止するには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

縦 ・横 

字・行間 シフト 

　　縦書　横書 
　 
　　【印刷方向】 

　 

　　　　　　　２０．０　カット　　００２  

　  
　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００４  

　　ＡＢＣ 

☆チューブとテープでは縦書きのレイアウトが異なります。

☆また、ピッチ印刷をしない場合でも縦書きのレイアウトは異なります。
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7-8 反転印刷

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

① キーを押してから キーを押し

ます。

②画面に「反転」を表示し、現在の設定を表示

します。 または キーを押すと「す

る／しない」を切り替えます。

③設定を有効にするには キーを、初期

値に戻すには キーを、反転設定を中止す

るには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

反 転 

文字幅 シフト 

ブロック単位で反転印刷を行ないます。印刷領域を黒く印刷（黒リボン使用時）し、入力
されている文字を抜き文字として印刷します。

反転＝しない 
　 

　　ＣＧ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

反転＝する 
　 

　　ＣＧ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　  
　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００４  

　　ＣＧ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００２  
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7-9 入力済みデータの一括書式変更

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

①入力されている文書中に マークが1つの

場合

・先頭の の下にカーソルを移動し、文字高

さや文字幅などを設定する事で入力済のすべ
てのブロックの設定を変更します。
・その際に入力されている文字数やピッチ長な
どにより、先頭から順にエラー内容を表示し
ますので修正してください。

②入力されている文書中に マークが複数あ

る場合

・入力されている文書中の先頭の マークの

下にカーソルを移動させ、文字高さや文字幅

などを設定する事で次の マークまでの間

のブロックに対して設定を変更します。

・次の マークについても同様に行う必要が

あります。文書全体に対して設定を行う場合

は、次の マークに対しても同様に行う必

要があります。

すでに入力されているデータの書式（文字高さ・文字幅・ピッチ長・連続・反転）を変更
します。

　  
　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００４  

　　ＣＧ　　Ｘ１ 
　　　　　　　２０．０　カット　　００１  
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7-10 オプションキーで設定できること

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

キーで設定できる内容（「PC通信モード」「印字濃度」「低温モード」「表示濃度」「6、

9印字機能」「上下印字位置」「ハーフカット位置調整」「オートオフ設定」「ピッチ長初期
値」「連続印刷初期値」「文字配置」「連番印刷順序」「先頭空送り」「英数の書体」「ヒータ
ー設定」）を説明します。
「PCダイレクト印刷」（LM-390T/Wのみ）につきましては、第8章で説明します。

7-10-1 印字濃度を調整する

印刷時の濃度を調整します。設定した濃度は電源ＯＦＦ時に保存され、次回起動時に内容
が呼び出されます。初期値は「４」で、１～８まで８段階を横棒グラフで表示します。

① キーを押し、 キーでオプション設定

を選択し、 キーでオプション画面に

入ります。

②画面に【オプション】と表示し、「印字濃度」

を反転表示しますので、 キーを押し

ます。

③画面が【印字濃度】に変わり、現在の設定を

横棒グラフで表示しますので、 （薄くな

る）または （濃くなる）キーで調整し、

キーを押します。初期値「４」に戻

すには キーを、オプション選択画面に戻

すには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

オプション 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

低速モード 
印字濃度 
　【オプション】　▲ 

先頭空送り　　　　▼ 

　■■■■□□□□ 
　 
　　【印字濃度】 

　薄←　　　　→濃 



96

第
7
章

オ
プ
シ
ョ
ン
キ
ー
で
設
定
で
き
る
こ
と

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-2 低温時の印刷モード

ご使用になる場所の気温が20℃以下の場合は、チューブへの印字がかすれる場合があり
ます。この場合、低速モードを設定して下さい。
低速モードでは、印字速度が遅くなります。（20mm/sec）

① キーを押し、 キーでオプション設定

を選択し、 キーでオプション画面に

入ります。

② キーを押して「低速モード」を反転表示

し、 キーを押します。

③「低速モード」設定画面で、 キーを押し

て「する」を反転表示し、 キーを押

します。

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

　 
　【低速モード】 

　 
　　する　しない 

低速モード 
印字濃度 
　【オプション】　▲ 

先頭空送り　　　　▼ 

　 
　【低速モード】 

　 
　　する　しない 

☆低速モードの設定は、再度設定を変えるまで有効です。（電源OFFでは初期化されません。）

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-3 先頭空送り
チューブへの印字は、チューブを平らにつぶして印字します。その為に本機では、巻き付け
ローラー方式によるチューブつぶし機構を搭載しています。新規に印字する場合は、巻き付
けローラー部入口からサーマルヘッドまでの間は、充分につぶされているとはいいきれませ
ん。特にチューブが硬くなる冬場の低温時などでは先頭部分の2～3個で印字ムラやカスレ
の原因となります。そのような時には、巻き付けローラーからサーマルヘッドまでの間を空
送りすることで、充分につぶされた状態で印字する事が可能です。但し、空送り「する」に設
定した場合、印字開始までにチューブを空送りするため、約57mmの印字していないチュー
ブが付きます。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「先頭空送り」を反転

表示させ、 キーを押します。

③「先頭空送り」設定画面で、 キーを押し

て「する」を反転表示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「する」です。 キーを押すと初

期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

　 
　【先頭空送り】 

　 
　　する　しない 

　 

　 
　　する　しない 

　【先頭空送り】 

低速モード 
印字濃度 
　【オプション】　▲ 

先頭空送り　　　　▼ 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。

☆先頭空送りしない設定の場合、最初の2～3個の印字がかすれたり、文字欠けが出ることがあり
ます。チューブセット直後の印刷で発生しやすくなります。

☆先頭空送りしない設定でも、先端に約17mmの印字していないチューブが付きます。
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7-10-4 「6，9」の印刷文字を変える

作成した文書中の「６」や「９」の印字方法を設定します。
初期値は下線（「６ ９」）で、標準（何も付加しない）と付点（「６.９.」）が選べます。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「6、9印字」を反転

表示させ、 キーを押します。

③「6、9印字」設定画面で、 キーを押して

「付点（6. 9.）」を反転表示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「下線（6 9）」です。 キーを

押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　標準（６　９） 
　【６、９印字】 

　付点（６.　９.） 
　下線（６　９） 

上下印字位置 
６、９印字 
　【オプション】　▲ 

カット位置　　　　▼ 

　標準（６　９） 
　【６、９印字】 

　付点（６.　９.） 
　下線（６　９） 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-5 上下印字位置

テープやチューブに印字する時の上下位置を微調整します。調整した値は電源OFF時に保
存され、次回起動時に内容が呼び出されます。
初期値は「0」で、プラス方向で印字位置が上
に、マイナス方向で印字位置が下に移動します。
1ドット（約0.085mm）単位で調整出来ます。
但し、記名板印刷にはこの機能は使用できませ
ん。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「上下印字位置」を反

転表示させ、 キーを押します。

③「上下印字位置」設定画面で、 また

は キーを押して、反転数値を変更します。

※ ：数字が小さくなります。

：数字が大きくなります。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「0」です。 キーを押すと初期

値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

A AA

　　　　　０ 
　 
　【上下印字位置】 

　 

上下印字位置 
６、９印字 
　【オプション】　▲ 

カット位置　　　　▼ 

　　　＋１０ 
　 
　【上下印字位置】 

　 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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7-10-6 ハーフカット位置を調整する

ハーフカットの位置を調整します。調整した値は電源OFF時に保存され、次回起動時に内
容が呼び出されます。
初期値は「0.0mm」、－2.0～＋2.0mmの範囲内で、0.1mm単位で調整できます。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「カット位置」を反転

表示させ、 キーを押します。

③「カット位置」設定画面で、 または

キーを押して、反転数字を変更します。

※ ：数字が小さくなります。

：数字が大きくなります。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「0．0mm」です。 キーを押す

と初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

上下印字位置 
６、９印字 
　【オプション】　▲ 

カット位置　　　　▼ 

　　　０．０㎜ 
　 
　【カット位置】 

　 

　　　０．５㎜ 
　 
　【カット位置】 

　 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-7 オートオフ機能を停止する

自動で電源OFFにする「オートオフ」機能を設定します。設定は電源OFF時に保存され、
次回起動時に内容が呼び出されます。
初期値は「（オートオフ）する」で、する／しないを選択できます。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「オートオフ」を反転

表示させ、 キーを押します。

③「オートオフ」設定画面で、 キーを押し

て「しない」を反転表示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「する」です。 キーを押すと初

期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

　　する　しない 
　 
　【オートオフ】 

　 

ピッチ長初期値 
オートオフ 
　【オプション】　▲ 

連続初期値　　　　▼ 

☆最後にキー操作してから５分を経過するとオートオフします。なお途中でキー操作した場合はその時
点から再度カウントし直します。

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-8 ピッチ長の初期値を設定する

ピッチ印刷する場合の初期値を設定します。ここで設定した値は、電源スイッチをOFFに
したときに保存され、設定初期化時や次回起動時の新規作成時に読み込まれます。
設定できる範囲は、チューブのとき10.0mm～60.0mm（0.1mm単位）、テープのとき
4.0mm～60.0mm（0.1mm単位）で、工場出荷時の設定はチューブ：20.0mm、テープ：
10.0mmです。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「ピッチ長初期値」を

反転表示させ、 キーを押します。

③「ピッチ長初期値」設定画面で、 また

は キーを押して変更する印字物の数値を

反転表示させます。
※チューブ：チューブ選択時の初期値を変更し
ます。
※テープ：テープおよび記名板選択時の初期値
を変更します。

④ または キーを押して数値を変更した

後、 キーを押して、設定します。

※ ：数字が小さくなります。

：数字が大きくなります。

※初期値は　チューブ：20.0mm
テープ：10.0mm、です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

チューブ　２０．０㎜ 
　 
【ピッチ長初期値】 

テープ　　１０．０㎜ 

ピッチ長初期値 
オートオフ 
　【オプション】　▲ 

連続初期値　　　　▼ 

チューブ　２５．０㎜ 
　 
【ピッチ長初期値】 

テープ　　１０．０㎜ 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。

☆初期値として設定できる範囲は、以下の通りです。
チューブ：10.0 ～ 60.0mm（0.1mm単位） テープ：4.0 ～ 60.0mm（0.1mm単位）
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-9 連続印刷枚数の初期値を設定する

連続で印刷する枚数の初期値を設定します。ここで設定した値は、電源スイッチをOFFに
したときに保存され、設定初期化時や次回起動時の新規作成時に読み込まれます。
設定できる範囲は、チューブのとき１個～100個、テープのとき１枚～100枚で、工場出
荷時の設定はチューブが２個、テープが１枚です。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「連続初期値」を反転

表示させ、 キーを押します。

③「連続初期値」設定画面で、 または

キーを押して変更する印字物の数値を反転表
示させます。
※チューブ：チューブ選択時の初期値を変更し
ます。
※テープ：テープおよび記名板選択時の初期値
を変更します。

④ または キーを押して数値を変更した

後、 キーを押して、設定します。

※ ：数字が小さくなります。

：数字が大きくなります。

※初期値は　チューブ：2回
テープ：1回、です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

チューブ　　　２回 
　 
【連続初期値】 

テープ　　　　１回 

ピッチ長初期値 
オートオフ 
　【オプション】　▲ 

連続初期値　　　　▼ 

チューブ　　　３回 
　 
【連続初期値】 

テープ　　　　１回 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-10 文字配置を変える

作成した文書の文字配置設定を変えます。
初期値は「中央」で、「前・中央・後」の中から選びます。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「文字配置」を反転表

示させ、 キーを押します。

③「文字配置」設定画面で、 または キ

ーを押して「前」を反転表示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「中央」です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

☆文字配置設定は「印字長モード」でのみ有効となります。

連番印刷順序 
文字配置 
　【オプション】　▲ 

表示濃度　　　　　▼ 

　　前　中央　後 
　 
　　【文字配置】 

　 

　　前　中央　後 
　 
　　【文字配置】 

　 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

連続優先 連番優先

印刷結果

7-10-11 連番連続の印刷順序を設定する

連番を連続で印刷するときの出力順序を設定します。ここで設定した値は、電源スイッチ
をOFFにしたときに保存され、次回起動時に読み込まれます。ここでの設定変更は、作成
中の文書には反映されません。また、メモリとしても保存されません。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「連番印刷順序」を反

転表示させ、 キーを押します。

③「連番印刷順序」設定画面で、 また

は キーを押して、選択する項目を反転表

示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「連続優先」です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

連続優先　１１２２３３ 
　 
【連番印刷順序】 

連番優先　１２３１２３ 

連番印刷順序 
文字配置 
　【オプション】　▲ 

表示濃度　　　　　▼ 

連続優先　１１２２３３ 
　 
【連番印刷順序】 

連番優先　１２３１２３ 

X1 X1 X2 X2 X3 X3 X1 X2 X3 X1 X2 X3

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-12 表示濃度を調整する

画面の表示濃度を調整します。設定した濃度は電源OFF時に保存され、次回起動時に内容
が呼び出されます。
初期値は「４」で、１～８まで８段階を横棒グラフで表示します。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「表示濃度」を反転表

示させ、 キーを押します。

③「表示濃度」設定画面で、 または キ

ーを押して、表示濃度を変更します。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「■■■■」（■4個）です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

連番印刷順序 
文字配置 
　【オプション】　▲ 

表示濃度　　　　　▼ 

　■■■■□□□□ 
　 
　　【表示濃度】 

　薄←　　　　→濃　 

　■■■■■■□□ 
　 
　　【表示濃度】 

　薄←　　　　→濃　 

☆表示画面が判読できない状態になった時は、電源ONにした直後に または キーを押すことで、

表示濃度を１目盛りずつ調整できます。

：濃度設定値を１目盛り増加します。 ：濃度設定値を１目盛り減少します。

※ただし濃度は１～８の範囲内に限ります。

L
＃ 

P
わ行ん 

L
＃ 

P
わ行ん 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-13 LCDバックライト

LCDバックライトの明るさを変えることができます。
「暗」に設定すると、明るい場所で作業する場合の省電力モードとしてご利用いただけま
す。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「LCDバックライト」

を反転表示させ、 キーを押します。

③「LCDバックライト」設定画面で、 キー

を押して「暗」を反転表示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「明」です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

　　明　　　　暗 
　 
　【バックライト】 

　 

英数書体 
ＬＣＤバックライト 
　【オプション】　▲ 

チューブウォーマー▼ 

　 
　　明　　　　暗 
　 
　【バックライト】 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-14 英数書体を選択する

英数字を標準と太字の２種類から選択します。

① キーを押した後、 キーを押してオプシ

ョン設定を選び、 キーを押します。

② キーを数回押して、「英数書体」を反転表

示させ、 キーを押します。

③「英数書体」設定画面で、 キーを押して

「太字」を反転表示させます。

④ キーを押して、設定します。

※初期値は「標準」です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

確　定 

オプション 

　　標準　　太字 
　 
　　【英数書体】 

　 

英数書体 
ＬＣＤバックライト 
　【オプション】　▲ 

チューブウォーマー▼ 

　　標準　　太字 
　 
　　【英数書体】 

　 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-10-15 チューブウォーマーを使う（LM-390T/W、LM-340T/Wのみ）

ご使用の場所の気温が20℃以下の場合は、チューブへの印字がかすれる場合があります。
この場合、チューブウォーマーを使うことで、チューブを暖めやわらかくして印字品質を
向上させることができます。印字する直前に設定して、印字を行なってください。

①印字内容を入力後、チューブウォーマーを表示
部側にカチッとするまでスライドし、チューブ
をセットします。

② キーを押した後、 キーを押してオプ

ション設定を選び、 キーを押しま

す。

③ キーを数回押して、「チューブウォーマー」

を反転表示させ、 キーを押します。

④「チューブウォーマー」設定画面で、 キ

ーを押して「ON」を反転表示させます。

確　定 

確　定 

オプション 

英数書体 
ＬＣＤバックライト 
　【オプション】　▲ 

チューブウォーマー▼ 

　　ＯＮ　ＯＦＦ 
　　　ウォーマー】 
　【チューブ 

　 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

※この画面はLM-390Tのみ表示されます。
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

⑤ キーを押して、設定します。

※初期値は「OFF」です。

※ キーを押すと初期値に戻ります。

※ キーを押すと、オプション選択画面

に戻ります。

⑥ウォーマー部のLEDランプが点灯し、加温し
ます。
※一定温度になると自動的に加温を停止しLED
ランプは消灯します。
※一定温度を下回ると再度LEDランプが点灯
し、加温を開始します。
※固い場合はチューブや室温に合わせて温度調
整ダイヤルを回して調整してください。

⑦ キーを押して印字します。印 刷 

取 消 

削  除 

確　定 

☆チューブウォーマーで使用できるチューブ径は、内径φ2.5～4.2mmまでです。
☆上記以外のチューブ径を設定している場合は、チューブウォーマーをONに設定できません。
☆チューブウォーマーON設定後、チューブ径を上記範囲外に設定変更すると、チューブウォーマーは
OFFになります。

☆電源OFFすると、チューブウォーマー設定はOFFになります。
☆チューブウォーマーをONにした状態でチューブをセットしたままにしておくと、チューブが温まりす
ぎて正常に印字できない場合がありますので、ご注意ください。

　　ＯＮ　ＯＦＦ 
　　　ウォーマー】 
　【チューブ 
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7-11 印刷する

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

作成した文書の印刷・イメージ確認と印刷全長補正について説明します。

7-11-1 イメージ表示
作成した文書の印刷イメージを表示します。イメージ表示の直前に印刷全長をｍｍ単位で
表示します（２、３秒間）。画面を右から左へスクロールしながら全体を表示し、終了す
ると元の文書の入力画面に復帰します。

①文書を作成後、 キーを押します。

②画面の右から左に向かって印刷物をスクロー
ルしながら表示します。イメージスクロール

を一時停止するには キーを、スクロール

速度を速めるには キーを、スクロール速

度を遅らせるには キーを押します。

キーを押すと、イメージ表示を中止

します。

取 消 

イメージ 

　  

　　　　　　　２０．０　カット　　００１  

　　　　　　　　　　チューブ　３．６ｍｍ  

オート　　　　　　　　　　　００２  

　　Ｘ０１　Ｘ０２ 

　　　　　　４０㎜ 
　 
　 

　 

　 
　 
　 

　 

Ｘ０１ Ｘ０２ 

　 
　 
　 

　 

Ｘ０２ 

☆作成文書が無い状態で キーを押すと「作成文書無し」エラーを表示し、イメージ表示しません。

☆イメージ表示はLCD画面の上下中央で、右から左へスクロールして表示します。

イメージ 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

☆ピッチ印刷をしない場合（全ての を削除した場合）は、 キーを押すと、すぐに印刷を開始します。

☆印刷物をセットせずに上記②で キーを押すと「印刷物なし」を表示して印刷範囲選択画面に

戻ります。

確　定 

印 刷 

7-11-2 印刷範囲を選択する

作成した文書の印刷範囲を開始・終了のブロック番号で指定し、印刷範囲を設定して印刷します。
初期値は「開始＝１」「終了＝作成文書の最終ブロック番号」で、設定範囲は各々「１
（または開始番号）～最終ブロック番号」です。

① キーを押します。

②画面に【印刷範囲】と表示し、「部数」の値が

反転表示します。 または キーを押し、

入力済の印刷部数を設定します。部数は1～
30まで設定できます。

③続いて または キーで開始番号か終了番

号を選択し、 または キーで印刷を開

始するブロック番号と終了するブロック番号
を指定します。
直接、数字キーで3桁の整数を入力する事も
出来ます。

④入力した数字の最後の桁を削除するには キ

ーを、設定を初期値に戻すには キーを、印

刷全長補正画面に進むには キーを、印

刷設定を中止するには キーを押します。取 消 

確　定 

削  除 

B S

印 刷 

開始ブロック：　　１ 
　　部数　　：　　１ 
　　【印刷範囲】 

終了ブロック：　　２ 

開始ブロック：　　１ 
　　部数　　：　　１ 
　　【印刷範囲】 

終了ブロック：　　２ 

開始ブロック：　　１ 
　　部数　　：　　１ 
　　【印刷範囲】 

終了ブロック：　　２ 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-11-3 印刷物全体の長さを補正し、印刷する

前述の「印刷範囲」設定に引き続き、印刷物全体の長さ補正を設定し、印刷します。
初期値は0mm、設定範囲は「印刷個数×0.3mm～印刷全体長の＋5％」で0.１mm単位です。

①画面に【印刷全長】と表示し印刷物全体の長
さを0.1mm単位で、画面下段には「全長補
正＝0mm」と表示します。

② キーまたは キーで補正値を増減して

キーを押すと、印刷を実行します。印刷

物の「全長補正」を初期値に戻すには キーを、印

刷範囲選択画面に戻すには キーを押します。取 消 

削  除 

確　定 

全長補正＝ 
　　　　　４０．０㎜ 
　　【印刷全長】 

　　　　　　０．０㎜ 

全長補正＝ 
　　　　　４０．０㎜ 
　　【印刷全長】 

　　　　　＋２．０㎜ 
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7-12 決めた長さで印字する（ピッチ印刷ではない場合）

ピッチ印刷ではない場合（先頭の を削除して印字長モードにした場合）でも、印刷す

る長さをあらかじめ決めて印刷できます。

① キーを押してから キーを押し

ます。

②「印字長」設定画面で、「オート」の「ON」

を キーで「OFF」にします。

③続けて キーを押して「設定値」の欄を反

転表示し、数字キーで入力します。
・設定値の単位はmmです。
・設定できる範囲は10～300ｍｍです。

④ キーを押します。続けて余白を設

定します。

確　定 

印字長 

文字高 
シフト 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　オート＝ＯＮ 
　設定値＝－－－ 
　　【印字長】 

　 

　オート＝ＯＦＦ 
　設定値＝－－－ 
　　【印字長】 

　 

　オート＝ＯＦＦ 
　設定値＝　５０ 
 

　　【印字長】 

　 

　　右：　　２㎜ 
　　左：　　２㎜ 
　　　【余白】 

　 



115

第
7
章

決
め
た
長
さ
で
印
字
す
る
（
ピ
ッ
チ
印
刷
で
は
な
い
場
合
）

⑤「余白」設定画面で「左」の欄を反転表示し、
数字キーで左余白を入力します。
・設定値の単位はmmです。
・設定値の範囲は、2～30mm（1mm単位）
です。

⑥ キーを押して「右」の欄を反転表示し、

数字キーで右余白を入力します。
・設定値の単位はmmです。
・設定値の範囲は、2～30mm（1mm単位）
です。

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　　右：　　２㎜ 
　　左：　　５㎜ 
　　　【余白】 

　 

　　右：　　５㎜ 
　　左：　　５㎜ 
　　　【余白】 

　 

☆ピッチ印刷時（先頭の がある場合）には、この操作はエラーとなります。

☆印字長の設定値が65mm以下の場合に、右図のよう
に「合計：＊＊mm以下」のガイドメッセージが表示
されます。メッセージに従って、左右余白の設定値
を入力してください。

※「＊＊mm」の＊＊には、設定した印字長－6の値が
表示されます。

合計４４㎜以下で入力 
　　右：　　５㎜ 
　　左：　　５㎜ 
　　　【余白】 
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7-13 メモリに保存する／呼び出す
作成した文書はメモリに保存できます。保存する内容は文書とチューブ／テープを識別する
情報です。本体内に保存する内部メモリと、USBメモリに保存する外部メモリがあります。

7-13-1 内部メモリに保存する
本体内部のメモリに文書を保存します。
レタツイン本体には、最大50ファイル（合計文字数は最大100,000文字）まで文書を保
存できます。
1ファイルは最大5000文字です。

① キーを押します。

②画面が【文書メモリ】に変わり、呼出・保存
・削除・初期化の内「呼出」が反転表示して
います。

③ または キーを押すと呼出／削除、保存／初期化を切換え、 キーまたは キ

ーを押すと呼出／保存／削除／初期化を切換えられます。ここでは キーを押して「呼

出」を「保存」に切換えて を押します。

④画面が【文書保存】に変わり、2行目に文書
番号（1～50）、3行目には選択した番号に保
存されている文書の先頭10文字、4行目には
選択した番号に保存されている文書のチュー
ブ／テープ区分を表示します。

または キーを押して、文書番号を選

び、 を押します。文書が保存されます。確　定 

確　定 

メモリ 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　削除　　初期化 
　呼出　　保存 
　【本体メモリ】 

　 

　削除　　初期化 
　呼出　　保存 
　【本体メモリ】 

　 

　　Ａ２　Ｘ１０　Ｘ 
文書番号＝　１ 
　　【文書保存】 

・チューブ 



選択した番号に文書が保存されていない場合
は右図のように表示します。

⑤すでに同じ番号で文書が登録済みの場合「既
存データを消去して上書きします」と表示し

ますので、 キーまたは キーで「する

しない」を選び キーを押します。画

面４行目に「保存中」を表示し、消えたら保
存完了です。

7-13-2 内部メモリを呼び出す
本体内部のメモリに保存した文書を呼び出します。
画面の2行目に文書番号（1～50）、3行目には選択した番号に保存されている文書の先頭
10文字、4行目には選択した番号に保存されている文書のチューブ／テープ区分を表示し
ます。

① キーを押します。

②画面が【本体メモリ】に変わります。
「呼出」が反転表示していることを確認し、

キーを押します。確　定 

メモリ 

確　定 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　 
文書番号＝　５ 
　　【文書保存】 

－文書未保存－ 

　　する　しない 
上書きします 
既存データを消去して 

　 

　　Ａ２　Ｘ１０　Ｘ 
文書番号＝　１ 
　　【文書保存】 

　　保存中・・・ 

　削除　　初期化 
　呼出　　保存 
　【本体メモリ】 
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③画面が【文書呼出】に変わりますので、

キーまたは キーで文書番号を１桁ずつ増

減するか、数字キーで直接入力して

キーを押します。この時入力値の最後の桁を

削除するには キーを、設定を初期化（文

書番号を１に戻す）するには キーを、メ

モリ操作を中止するには キーを押し

ます。

④「作成中の文書は消去されます」と表示し、

「する」のまま を押すと、画面４行

目に「呼出中」を表示します。表示が消えた
ら呼び出し完了です。

確　定 

取 消 

削  除 

B S

確　定 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　　Ａ２　Ｘ１０　Ｘ 
文書番号＝　１ 
　　【文書呼出】 

・チューブ 

　　する　しない 
　　　　消去されます 
作成中の文書は 

　 

　　Ａ２　Ｘ１０　Ｘ 
文書番号＝　１ 
　　【文書呼出】 

　　呼出中・・・ 

☆文書番号は数字キーで直接指定することもできます。

☆設定を初期化するには キーを、メモリ操作を中止するには キーを押します。

☆メモリに保存される情報は次のものです。
・チューブ／テープ　・入力文字　・文字高さ　・文字幅　・連続設定　・連番設定　
・印字長（ピッチ長）・余白　・縦－横書き設定　・ピッチカット　・枠囲み設定
・文字配置　・文字間　・行間

☆保存してない文書を呼び出すと警告音がして呼び出
せません。

取 消 削  除 

　 
文書番号＝　５ 
　　【文書呼出】 

－文書未保存－ 
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7-13-3 選択した本体メモリを削除する
本体メモリに保存してある文書を削除します。
画面の2行目に文書番号（1～50）、3行目には選択した番号に保存されている文書の先頭
10文字、4行目には選択した番号に保存されている文書のチューブ／テープ区分を表示し
ます。

① キーを押します。

②画面が【本体メモリ】に変わります。

キーを押して「削除」を反転表示させ、

キーを押します。

③画面が【文書削除】に変わりますので、

キーまたは キーで文書番号を１桁ずつ

増減するか、数字キーで直接入力し

て キーを押します。この時入力値の

最後の桁を削除するには キーを、設定を

初期化する（文書番号を１に戻す）には

キーを、メモリ操作を中止するには

キーを押します。

④【文書削除】画面４行目に「削除中」を表示
し消えたら呼び出し完了です。

取 消 

削  除 

B S

確　定 

確　定 

メモリ 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

☆保存してない文書を削除しようとすると警告音がして削除できません。

　　Ａ２　Ｘ１０　Ｘ 
文書番号＝　１ 
　　【文書削除】 

・チューブ 

　　する　しない 
　　　　　消去します 
選択した文書を 

　 

　　Ａ２　Ｘ１０　Ｘ 
文書番号＝　１ 
　　【文書削除】 

　　削除中・・・ 

　削除　　初期化 
　呼出　　保存 
　【本体メモリ】 
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7-13-4 すべての本体メモリを削除する
本体内部の文書メモリをすべて削除（初期化）します。

① キーを押します。

②画面が【文書メモリ】に変わり、呼出・保存
・削除・初期化の内「呼出」を反転表示しま

すので、 キーを順に押すか、 キー

を１回押して「初期化」を選び キー

を押します。

③【文書初期化】画面に変わり「しない」が変
転表示していますので、内部メモリを初期化

する場合の キーで「する」を選び、

キーを押します。文書初期化「しな

い」に戻すには キーを、メモリ操作を中

止するには キーを押します。

④【文書初期化】画面４行目に「初期化中」を
表示し消えたら、初期化完了です。

取 消 

削  除 

確　定 

確　定 

メモリ 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　削除　　初期化 
　呼出　　保存 
　【本体メモリ】 

　 

　　する　しない 
　 
　【文書初期化】 

　 

　　する　しない 
　 
　【文書初期化】 

　初期化中・・・ 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-13-5 外部メモリに保存する
市販のUSBメモリを使って、作成した文書の保存・呼出しができます。
USBメモリには、専用拡張子のLMF、またはCSVファイル形式で保存します。
USBメモリに保存される主な内容は下表の通りです。

作成した文書を外部メモリに保存する時の各項目と内容

フォルダ
作成した文書をカード内のどこに保存するかを指定します。フォルダ名は英大文字（Ａ
～Ｚ）と数字（０～９）を組み合せて8文字以内で入力できます。

拡張子
LMF・CSVのどちらかを選択できます。CSV形式は文書内容のみ、LMF形式では作
成時の印刷物選択（チューブ・テープ区分）と設定値（文字高さやピッチ長など）も記
憶されます。

ファイル
作成した文書の登録名称を指定します。ファイル名は英大文字（Ａ～Ｚ）と数字（０～９）
を組み合せて８文字以内で入力できます。

日付
保存するファイルの日付（年／月／日）を指定します。年月日は各2桁ずつ必ず入力し
ます。数字（０～９）以外は入力できません。

☆使用できるUSBメモリには、以下の条件があります。
1）セキュリティ機能の無いもの
2）外形が、L65mm×D22mm×H10mm以内のもの（本機にセットできるサイズです。）

☆パソコンから本機にセットしたUSBメモリに直接データを保存したり、呼び出したりすることはできま
せん。

☆一度、USBメモリを外す操作（ を押してから を押す）をした後、再度読み込み可

能とするためには、本体電源を切ってUSBメモリを一度外してから、再度装着してください。

改ブロック シフト 

ファイル形式 LMFの場合 CSVの場合
フォルダ名 ○ ○
文字 ○ ○
選択した印字物 ○ ×
設定値（文字高さ、ピッチ長など） ○ ×
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

①本書34ページに従い、USBメモリを本体にセットします。

② キーを押してから、 キーを押

します。

③画面が【USBメモリ】に変わります。

キーを押して「書出」を反転表示させ、

キーを押します。

④画面が【書出】に変わりますので、フォルダ・
拡張子・ファイル・日付の順に指定します。全

て入力し終えたら、 キーを押します。

入力位置を切り換えるには または キー

を、拡張子（LMF・CSV）を切り換えるに

は キーまたは キーを、【文書カード】

画面に戻すには キーを押します。

⑤初めて外部メモリに保存する場合や新規にフ
ォルダ名を付け直した時には、「フォルダ作
成？」と表示しますので、「する・しない」を

キーまたは キーで選び キー

を押します。「フォルダ作成？」で「しない」
を選ぶと【書出】画面に戻り、「する」を選
ぶと「書込中」を表示してカードに保存され
ます。登録済みのフォルダに同じ拡張子・フ
ァイル名で保存する場合は「上書き？」と表

示しますので、「する・しない」を キーまた

は キーで選び キーを押します。

「上書き？」で「しない」を選ぶと【書出】
画面に戻り、「する」を選ぶと「書込中」を
表示してカードに保存されます。

確　定 

確　定 

取 消 

確　定 

確　定 

オプション シフト 

　読込　書出　削除 
　 
　【ＵＳＢメモリ】 

　 

　 
【ＵＳＢメモリ書出】 

　 

　フォルタ゛  
　カクチョウシ　　　　　　　　　　ＬＭＦ  
　ファイル  
　ヒツ゛ケ　　　　　　　　　／　　／  

▲
 

　　する　しない 
　 
フォルダ作成？ 

　 

　　する　しない 
　 
上書き？ 

　 



7-13-6 外部メモリから文書を読み込む
UBSメモリに保存してある文書を読み込みます。
読み込めるファイル形式は、USBメモリに保存してあるLMF、CSV形式ファイルです。
CSV形式ファイルでは、文書内容（文字）のみ取り込むことができます。
LMF形式ファイルでは、文書内容以外に印字物、文字高さ、ピッチ長などの設定情報も読
み込みます。（LM-390T/W、LM-390Tのみ対応）

① キーを押し、 キーを押します。

②画面が【USBメモリ】になります。
「読込」が反転表示していることを確認し、

キーを押します。

③画面が【USBメモリ読込】に変わり、保存し
ている文書のフォルダ・拡張子・ファイル・
日付を表示します。項目を切り換えるに

は または キーを、項目ごとに表示を

切り換えるには キーまたは キーを押

します。フォルダや拡張子を切り換えた時に
ファイル・日付を表示しない場合は、登録さ

れたファイルがありません。また また

は キーを押しても日付は選べません。

④読み込みたいファイルを選び、 キーを押します。【USBメモリ】画面に戻すに

は キーを押します。

⑤「作成中の文書は消去されます」と表示しま

すので、 キーまたは キーで「する・

しない」を選び キーを押します。

（「しない」を選ぶと【USBメモリ読込】画面
に戻ります）。

確　定 

取 消 

確　定 

確　定 

オプション シフト 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　読込　書出　削除 
　 
　【ＵＳＢメモリ】 

　 

　 
【ＵＳＢメモリ読込】 

　 

　フォルタ゛　　　　　　ＭＥＩＤＥＮ  

▲
 

　 カクチョウシ　　　　　　　　　　ＬＭＦ  
　ファイル　　　　　　　ＨＯＮＴＡＩ  
　ヒツ゛ケ　　　　　　　０２／１０／２３  

　　する　しない 
　　　　消去されます 
作成中の文書は 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

⑥画面最下段に「呼出中」を表示し、選んだフ
ァイルを読み込みます。

　 
　　読込中・・・ 
　 

　 

☆LMF形式でファイルバージョンがあわない場合は
「このファイルは読み込めません」と表示し、読み込
むことはできません。

☆保存ファイルと現在の印刷物選択が異なっていても読
み込むことができます。

☆USBメモリが、使用てきるタイプではない場合など
には、「USBメモリ識別不可」と表示されます。使用
できるUSBメモリをご使用ください。

　　　読み込めません 
このファイルは 
　 

　 

　 
　 
　 

ＵＳＢメモリ識別不可 



7-13-7 外部メモリのファイルを削除する
本機でUSBメモリ内の文書ファイルを削除できます。

① キーを押してから、 キーを押

します。

②画面が【USBメモリ】になります。

キーを押して「削除」を反転表示させ、

キーを押します。

③【USBメモリ削除】になります。

または キーで項目を切り替え、

または キーで削除するファイル名を表示

し、 キーを押します。

④ キーを押して「する」を反転表示し、

キーを押します。

⑤「削除中・・・」を表示し、選択したファイ
ルを削除します。

取 消 

確　定 

確　定 

オプション シフト 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

☆選択したファイルがパソコンで「読み取り専用」とし
て設定されている場合、メッセージを表示した後、削
除しないで、手順③画面に戻ります。 　　　　ファイルです 

読み取り専用 
　 

　 

　読込　書出　削除 
　 
　【ＵＳＢメモリ】 

　 

　 
【ＵＳＢメモリ削除】 

　 

　フォルタ゛　　　　　　ＭＥＩＤＥＮ  

▲
 

　 カクチョウシ　　　　　　　　　　ＬＭＦ  
　ファイル　　　　　　　ＨＯＮＴＡＩ  
　ヒツ゛ケ　　　　　　　０２／１０／２３  

　　する　しない 
　 
削除しますか？ 

　 

　 
　　削除中・・・ 
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7-14 よく使う語句を保存する／呼び出す
よく使う語句を最大15文字で30個保存して呼び出せます。但し行マーク・ブロックマー
ク・ピッチマーク・連番マークは語句登録できません。

7-14-1 語句を登録する

①登録したい文字を入力し、 キーを押しま

す。

②画面の上下中央部に【語句】と表示し「呼出」

が反転表示していますので、 または

キーで「登録」を選び、 キーを押し

ます。

③画面が【語句登録】に変わり、画面最下段に
「先頭位置指定」と表示しますので、入力し
た文字の内語句として登録する範囲の先頭の

文字に または キーでカーソルを合わ

せ、 キーを押します。確　定 

確　定 

語 句 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　  

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　　　テープ　９ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　高崎専門学校 

【語句】登録 
　 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　高崎専門学校 

【語句登録】 
先頭位置指定 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　高崎専門学校 
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④画面最下段の表示が「後端位置指定」に変わ
りますので、語句登録する範囲の最後の文字

に または キーでカーソルを合わ

せ、 キーを押します。（語句として

登録できる文字数は、１個当り15文字までで
す。16文字以上はカーソルが移動せず、指定
できません。）

⑤画面の上下中央に「登録番号＝」と表示して
「１」を反転表示しますので、１～30の数字

を直接キー入力するか、 または キー

で登録番号を選んで キーを押しま

す。語句未登録の番号を選ぶと画面最下段に
は「－語句未保存－」を、登録済みの番号に
上書きする場合は登録した語句の先頭10文字
を表示します。（上書きで保存する場合もメ
ッセージ表示しませんので注意して下さい。）

⑥画面最下段に「保存中」を表示し元の入力画
面に戻れば語句登録は完了です。

確　定 

確　定 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

【語句登録】 
終端位置指定 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　高崎専門学校 

【語句登録】 
終端位置指定 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　高崎専門学校 

登録番号＝　１ 
高崎工場 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　高崎専門学校 

登録番号＝　１ 
　　保存中・・・ 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　高崎専門学校 
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7-14-2 登録した語句を呼び出す

呼び出した語句はカーソルの位置に挿入されますので、呼び出したい位置にカーソルを合
わせて操作します。

① キーを押します。

②画面の上下中央に【語句】と表示し「呼出」

が反転表示しますので、そのまま キ

ーを押します。

③画面の上下中央に「呼出番号＝」と表示して
「１」を反転表示しますので、呼び出したい
語句の番号を１～30の数字を直接キー入力す

るか、 または キーで選んで

キーを押します。

語句未登録の番号を選ぶと画面最下段には「－
語句未保存－」を、登録済みの番号を選ぶと
登録した語句の先頭10文字を表示します。

確　定 

確　定 

語 句 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

　  

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　　　　　　　　　　　　テープ　９ｍｍ  

３．０　　　　　　　　　　　００１  

　　学校 

【語句】呼出 
　 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　学校 

呼出番号＝　１ 
高崎専門 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　学校 

呼出番号＝　５ 
－語句未保存－ 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　学校 

☆既に入力済みの文字と合わせて、最大入力文字数を
超える場合は「文字数オーバー」を表示し、規定文
字数以内だけを挿入・表示します。

※最大入力文字数は5000文字です。 呼出番号＝　５ 
文字数オーバー 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　群馬県高崎専学校 
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7-14-3 登録した語句を削除する

① キーを押します。

②画面の上下中央部に【語句】と表示し「呼出」

が反転表示していますので、 または

キーで「削除」を選び、 キーを押し

ます。

③画面の上下中央に「削除番号＝」と表示して
「１」を反転表示しますので、削除したい語
句の番号を１～30の数字を直接キー入力する

か または キーで選んで キー

を押します。

語句未登録の番号を選ぶと画面最下段には「－
語句未保存－」を、登録済みの番号を選ぶと
登録した語句の先頭10文字を表示します。

確　定 

確　定 

語 句 

第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

【語句】削除 
　 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　群馬県 

削除番号＝　１ 
高崎専門 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　群馬県 

削除番号＝　５ 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　群馬県 

－語句未保存－ 
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第7章　機能を使いこなす（キーに割り当てられた機能別に説明）

7-14-4 登録してある語句を初期化する

登録してある語句をすべて削除（初期化）します。

① キーを押します。

②画面の上下中央部に【語句】と表示し「呼出」

が反転表示していますので、 または

キーで「初期化」を選び、 キーを押

します。

③画面の上下中央に「語句登録初期化」と表示
して最下段に「しない」を反転表示しますの

で、「する　しない」を または キーで

選んで キーを押します。語句機能選

択メニューに戻すには キーを押しま

す。

取 消 

確　定 

確　定 

語 句 

【語句】初期化 
　 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　群馬県 

語句登録初期化 
　　する　しない 

　　　　　　　２３．８　ライン　　００１  

　　群馬県 
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パソコンデータの活用方法には、以下の4種類があります。

第8章　パソコンデータを活用する
第8章　パソコンデータを活用する

USBケーブル 

USBケーブル 

USBメモリ 

USBメモリ 

ダイレクト印刷 

LM-390Tシリーズのみ 

専用ソフト 

8-1（P133）を 
参照ください。 

ファイル送信 

表計算ソフト 

専用ソフト 

8-2（P136）を 
参照ください。 

ファイル＋USBメモリ 
専用ソフト 

8-3（P139）を 
参照ください。 

CSVファイル＋USBメモリ 

8-4（P141）を 
参照ください。 



（ご確認ください）
本機能には、専用ソフト（レタツインPCエディタ）とUSBケーブルが必要です。
「レタツインPCエディタ」は、LM-390T/W、LM-390Tでのみお使いいただけます。

LM-340T/W、LM-340Tでは、「レタツインPCエディタ」はお使いになれません（ダイ
レクト印刷、ファイル転送共）。ご注意ください。
LM-340T/W、LM-340Tで、PCデータを取り込む場合はUSBメモリに保存されたCSV形
式ファイルのみです。詳細は「8－4 表計算ソフトで作成したデータを本体に取り込む」
を参照ください。

(準備すること)
・あらかじめご使用になるパソコンに「レタツインPCエディタ」とLM-390Tプリンタド
ライバをインストールしておきます。
インストール及び使いかたについては、専用PCソフト付属の取扱説明書をご覧ください。
・本機にインクリボンと印字物をセットし、USBケーブルでPCと接続し電源をONにして
おきます。

専用PCソフトで入力した内容を、直接本機で印刷します。
パソコン用プリンタの感覚でお使いいただけます。

①

「レタツインPCエディタ」を起動し、必要なデータを入力します。

②

メニューバーの「ファイル」－「印刷」を選びます。

PCでの操作

PCでの操作
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8-1 パソコンから直接印刷する（専用PCソフトが必要です）

第8章　パソコンデータを活用する

☆本機が印刷できる状態になっていない場合は、本機でエラー表示となります。その場合は、本機

で を押した後、再度PCでの印刷操作が必要です。

☆本機が印刷途中で消耗品や印字物がなくなった場合は、本機でエラー表示となります。その場合は、

本機で を押した後、再度PCでの印刷操作が必要です。途中からの継続印刷はできません。取 消 

取 消 
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③

印刷ダイアログが表示されますので、必要な項目を設定し、［印刷実行］をクリックし
ます。
※［キャンセル］をクリックすると印刷操作を中止し、入力画面に戻ります。

④

「本体をPC通信モードにして下さい」と表
示されます。
［OK］をクリックする前に、本体の準備を
行います。

⑤

を押します。

⑥

を押して、「PCダイレクト印刷」を選び、

を押します。確　定 

本機での操作

オプション 

本機での操作

PCでの操作

PCでの操作

第8章　パソコンデータを活用する

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 

　 

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 
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⑦

を押して、「OK」を選び、 を押

します。

⑧

「【PC通信】 受信待機中」と表示されたこ
とを確認します。

⑨

［OK］をクリックします。

⑩

印刷が始まります。

右のメッセージが表示されます。
「OK」をクリックします。

PCでの操作

本機での操作

PCでの操作

本機での操作

確　定 

本機での操作

第8章　パソコンデータを活用する

　　ＯＫ　取消 
　　　　消去されます 
作成中の文書は 

　 

　　受信待機中 
　 
  【ＰＣ通信】 
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8-2 パソコンで作成したデータを本体に取り込む（専用PCソフトが必要です）
（ご確認ください）
本機能には、専用ソフト（レタツインPCエディタ）とUSBケーブルが必要です。
「レタツインPCエディタ」は、LM-390Tシリーズでのみお使いいただけます。

LM-340T/W、LM-340Tでは、「レタツインPCエディタ」はお使いになれません（ダイ
レクト印刷、ファイル転送共）。ご注意ください。
LM-340T/W、LM-340Tで、PCデータを取り込む場合はUSBメモリに保存されたCSV形
式ファイルのみです。詳細は「8－4 表計算ソフトで作成したデータを本体に取り込む」
を参照ください。

(準備すること)
・あらかじめご使用になるパソコンに「レタツインPCエディタ」とLM-390Tプリンタド
ライバをインストールしておきます。
インストール及び使いかたについては、専用PCソフト付属の取扱説明書をご覧ください。
・本機にインクリボンと印字物をセットし、USBケーブルでPCと接続し電源をONにして
おきます。

専用PCソフトで入力した内容（文字や設定）を、直接本機の内部メモリに送信します。

①

「レタツインPCエディタ」を起動し、必要なデータを入力します。

②

メニューバーの「ファイル」－「送信」を選びます。

PCでの操作

PCでの操作

第8章　パソコンデータを活用する

☆本体メモリをPCに直接吸い上げることはできません。
☆本体メモリをPCにバックアップする場合は、本機にセットしたUSBメモリを利用してください。
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第8章　パソコンデータを活用する

☆手順③のとき、「プリンタの文書メモリに保存」にチェックし「OK」をクリックすると、本機の内部
メモリの指定番号にファイルを送信することができます。

☆複数のファイルを送信するときは、それぞれのファイルを呼び出しこの操作を繰り返してください。

③

送信ダイアログが表示されます。
「プリンタの入力文書に送信」にチェックし、［OK］をクリックします。
※［キャンセル］をクリックするとファイル送信操作を中止し、入力画面に戻ります。

④

「本体をPC通信モードにして下さい」と表
示されます。
［OK］をクリックする前に、本体の準備を
行います。

⑤

を押します。

「PCファイル転送」を選び、 を押

します。

確　定 

オプション 

本機での操作

PCでの操作

PCでの操作

オプション設定 
ＰＣダイレクト印刷 
ＰＣファイル転送 
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第8章　パソコンデータを活用する

⑥

を押して、「OK」を選び、 を押

します。

⑦

「【PC通信】 受信待機中」と表示されたこ
とを確認します。

⑧

［OK］をクリックします。

⑨

右のメッセージが表示されます。
「OK」をクリックします。

⑩

「【PC通信】受信待機中」表示が消え、受信したファイルが入力された状態で表示され

ます。 を押して印刷します。印 刷 

本機での操作

PCでの操作

PCでの操作

本機での操作

確　定 

本機での操作

　　ＯＫ　取消 
　　　　消去されます 
作成中の文書は 

　 

　　受信待機中 
　 
  【ＰＣ通信】 
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8-3 USBメモリを使ってレタツインPCエディタで作成したファイルを取り込む

第8章　パソコンデータを活用する

（ご確認ください）
本機能には、専用ソフト（レタツインPCエディタ）とUSBメモリが必要です。
「レタツインPCエディタ」は、LM-390Tシリーズでのみお使いいただけます。

LM-340T/W、LM-340Tでは、「レタツインPCエディタ」はお使いになれません（ダイ
レクト印刷、ファイル転送共）。ご注意ください。
LM-340T/W、LM-340Tで、PCデータを取り込む場合はUSBメモリに保存されたCSV形
式ファイルのみです。詳細は「8－4 表計算ソフトで作成したデータを本体に取り込む」
を参照ください。

(準備すること)
・あらかじめご使用になるパソコンに「レタツインPCエディタ」とLM-390Tプリンタド
ライバをインストールしておきます。
インストール及び使いかたについては、専用PCソフト付属の取扱説明書をご覧ください。
・本機にインクリボンと印字物をセットし、電源をONにしておきます。
・パソコンにUSBメモリをセットしておきます。

専用PCソフトで入力した内容（文字、設定）を保存したUSBメモリを、本機にセットし
データを取り込みます。

①

「レタツインPCエディタ」を起動し、必要なデータを入力します。

②

メニューバーの「ファイル」－「名前を付けて保存」を選びます。

PCでの操作

PCでの操作

☆使用できるUSBメモリには、以下の条件があります。
1）セキュリティ機能の無いもの
2）外形が、L65mm×D22mm×H10mm以内のもの（本機にセットできるサイズです。）
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第8章　パソコンデータを活用する

☆USBメモリのルートに直接保存することはできません。
保存するフォルダが無いときは、ダイアログ右上の[フォルダ追加]をクリックしてフォルダを作成して
から保存してください。

☆表示されているフォルダを選択し、［フォルダ削除］をクリックすると、指定したフォルダおよびその
中のファイルを削除できます。

☆表示されているフォルダを選択し、［フォルダ名変更］をクリックすると、指定したフォルダの名称を
変更できます。

☆外部メモリの呼び出しは123ページを参照ください。

③

「保存先を選択してください」が表示されま
すので、［USBメモリ］をクリックします。
※［×］をクリックすると操作を中止し、入
力画面に戻ります。

④

「USBメモリへの保存」が表示されますので、フォルダを指定して、ファイル名をつけ
て保存します。
※［キャンセル］をクリックすると操作を中止し、入力画面に戻ります。

⑤

レタツインPCエディタを終了します。

⑥

USBメモリを所定の操作で取り外します。

⑦

本機底面のUSBメモリカバーを開け、USBメモリをセットします。

⑧

外部メモリ呼び出し操作に従い、保存したファイルを呼び出します。

PCでの操作

本機での操作

PCでの操作

PCでの操作

PCでの操作

PCでの操作
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8-4 表計算ソフトで作成したデータを本体に取り込む

第8章　パソコンデータを活用する

（ご確認ください）
本機能には、USBメモリが必要です。

本機能は、LM-390T/W、LM-390T、LM-340T/W、LM-340Tどの機種でもご使用いた
だけます。

(準備すること)
・本機にインクリボンと印字物をセットし、電源をONにしておきます。
・パソコンにUSBメモリをセットしておきます。

表計算ソフトで一定のルールに基づき、入力された文字データをcsv形式ファイルでUSB
メモリに保存し、そのUSBメモリを、本機にセットしてデータを取り込むことができます。

（csvファイルデータを作ります。）

①

Excel等の表計算ソフトを起動し、以下のようにデータを入力します。

②

Excel等の表計算ソフトを起動し、以下のようにデータを入力します。

PCでの操作

PCでの操作

☆使用できるUSBメモリには、以下の条件があります。
1）セキュリティ機能の無いもの。
2）外形が、L65mm×D22mm×H10mm以内のもの（本機にセットできるサイズです。）

☆表計算ソフトを使用して編集したcsvファイルをレタツインで読み込むときの関係は下表のようにな
ります。

csvファイル Ａ列 Ｂ列 Ｃ列 Ｄ列 Ｅ列以降

レタツイン １行目 ２行目 ３行目 ４行目 無効
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第8章　パソコンデータを活用する

☆USBメモリのルートに直接保存すると本機で読み込むことができません。必ずフォルダを作成し、その
中に保存してください。

☆フォルダ名とファイル名は、半角英数字8文字以内としてください。
☆この制限を越えて名前を付けると、本機で正常に読むことができない場合があります。
☆所定の操作をせずにUSBメモリを取り外すとデータを壊す場合があるのでご注意下さい。

☆外部メモリの呼び出しは123ページを参照ください。

③

メニューバーの「ファイル」－「名前を付けて保存」を選びます。

④

「保存先」をUSBメモリを選びます。このとき、USBメモリ内にフォルダ作成してく
ださい。
「ファイルの種類」から「csv（カンマ区切り）（*.csv）」を選び、ファイル名を付けて
作成したフォルダ内に保存します。

⑤

所定の操作でUSBメモリをPCから取り外します。

⑥

本機底面のUSBメモリカバーを開け、USBメモリをセットします。

⑦

外部メモリ呼び出し操作に従い、保存したファイルを呼び出します。

PCでの操作

本機での操作

PCでの操作

PCでの操作

PCでの操作
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9-1 プラテンローラをクリーニングする
快適にお使いいただくため、本機は定期的にお手入れをしていただく必要があります。次
のような症状が見られたら、お手入れの時期です。（ご使用頻度やご使用の環境により異
なりますが、1ヶ月に1回以上のお手入れが目安です。）

【症状】

・チューブの長さが設定値より2mm以上短くなった。
・文字がチューブやテープの端（ハーフカット側）に寄ってしまった。

【原因】

チューブの汚れやホコリがプラテンローラに付着し、これがチューブやテープの送りに
影響して生じる症状です。

【お手入れのしかた】

（準備いただくもの）
・水に濡らし かたく絞った布、またはアルコールをつけたやわらかい布
（糸くずが出やすい布は使わないでください。）

① を押しながら電源をONにします。

②クリーニングモードが起動します。

C
～ 

第9章　お手入れのしかた
第9章　お手入れのしかた

　　　　　←　→ 
　 
　　クリーニング 
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③図の位置に、用意した布を当てながら、

（または ）を押します。

このとき、指や髪の毛が巻き込まれないよう
十分に注意してください。

・ ：を押す：押している間、プラテンローラが送り方向に正転します。

・ ：を押す：押している間、プラテンローラが戻し方向に逆転します。

④プラテンローラ表面の白い汚れがとれたらクリーニング終了です。

⑤電源をOFFにしてください。

第9章　お手入れのしかた

注 意

クリーニング中は、指や髪の毛が巻き込まれケガをする恐れがあります。
作業は十分注意して行なってください。
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9-2 プリンタヘッドをクリーニングする

第9章　お手入れのしかた

【症状】

・チューブやテープに白く細い横スジが入る。

【原因】

チューブの汚れやホコリがプリンタヘッドに付着し、これがインクリボンの転写に影響
して生じる症状です。

【お手入れのしかた】

（準備いただくもの）
・綿棒
・アルコール（IPA：イソプロピルアルコールが適しています）
綿棒に浸して使います。

※乾拭きでも効果はありますが、アルコールを併用するとさらに効果的です。

①電源OFFの状態で、カバーを開けます。

②図に示すプリンタヘッド部分を綿棒で拭きま
す。印字に影響する発熱部分は細く黒いライ
ン状の部分です。この部分を丁寧に拭いてく
ださい。

9－1、9－2でご説明した2通りのクリーニングでも症状が改善しない場合は、第10
章トラブルシューティングを参照ください。

☆プリンタヘッドを指で直接触れないでください。故障の原因となります。
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10-1 エラーメッセージ一覧

第10章　トラブルシューティング
第10章　トラブルシューティング

エラーメッセージ

文字数オーバー

行数オーバー

ブロックオーバー

入力位置エラー

ブロック内に1個

文書内15個まで

数オーバー

印字長時1個まで

他のPから削除

文頭でのみ設定可

数オーバー

ピッチ長変更なし

複写データなし

複写容量オーバー

参照頁

116

78

116

－

89

89

89

89

90

90

90

90

81

81

内　　　容

入力文書の文字数が制限の5000文字
を超えています。

入力文書の行数が4行を超えています。

入力文書のブロック数が300を超え
ています。

先頭の の位置で文字入力や改ブロ
ックをしようとしています。または
と の間で改行しようとしています。

1ブロック内で複数の連番を設定しま
した。

ピッチ印刷モード時に16個以上の連
番を設定しようとしています。

複写／貼付機能を使った時に、文書全
体の連番設定数が15個を超えました。

印字長モード時に2個以上の連番を設
定しようとしています。

複数の がある時に、先頭の を削

除しようとしています。

印字長モード時に文頭以外でピッチ
設定を行ないました。

入力文書中で5箇所を超えるピッチ長
設定（ の挿入）を行ないました。

新たに設定したピッチ長が直前のピ
ッチ設定と同じでした。

文書を複写せずに貼付け操作をしま
した。

ブロック内の文字が51文字を超える
ブロックを複写しました。

対　　　　応

5000文字を超える入力はできません。メモ
リ機能を利用するなどして、分割して入・出
力してください。

最大入力行数は4行です。余分な改行マーク
を削除してください。

入力できるブロック数は最大300ブロックま
でです。メモリ機能を利用するなどして、分
割して入・出力してください。

先頭の の位置では文字入力や改ブロックは
できません。また、 と の間で改行はでき

ません。カーソルを移動して入力してください。

連番は1ブロックにつき1つのみ設定できま
す。複数設定する場合は、複数のブロックに
分割して入力してください。

ピッチ印刷モード時、連番は入力文書全体で
15個までです。超える分は複数のブロックに
文字として個別に入力してください。

ピッチ印刷モード時、連番は入力文書全体で
15個までです。超える分は複数のブロックに
文字として個別に入力してください。

印字長モード時、連番は入力文書全体で1個
までです。メモリ機能を利用するなどして、分
割して入・出力してください。

入力文書中に複数の マークが存在する場
合は先頭の マークは削除できません。次ブ
ロックジャンプ（ ）を用いて2つ目以降の

マークを見つけて削除してください。先頭以
外の がなくなった状態でのみ、先頭の

が削除できます。

印字長モード（＝ の無い状態）からピッチ印
刷モード（＝先頭に がある状態）へ移行す

るには、文頭位置にカーソルをあわせてピッ
チ長設定をしてください。

ピッチ長設定（＝ ）は、同一文書に5個まで

入力できます。超える分は、メモリ機能を利用
するなどして、分割して入・出力してください。

ガイドメッセージですので、対応の必要はあ
りません。

複写で一時保存したメモリは電源OFF/ONで
クリアされます。再度、複写操作してください。

文字数が51文字を超えているブロックは複
写できません。
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エラーメッセージ

複写文字なし

全文削除後に有効

作成文書なし

印刷高さオーバー

ピッチ長オーバー

参照頁

81

79
80

－

84
85
86

84
85
86
90

内　　　容

ブロック内に文字がないブロックを
複写しました。

作成中の文書がある状態で設定値初
期化操作を行いました。

入力文書が無い状態で印刷を行いま
した。

文字高さの設定が印字物の高さ方向
に対しオーバーしています。

いずれかのブロックで入力文字がピ
ッチ長をオーバーしています。

対　　　　応

入力文字の無いブロックは複写できません。

設定初期化機能は入力文書が無い状態でのみ
有効です。全文削除（ ＋ ）してから

設定初期化操作を行ってください。

ガイドメッセージですので、対応の必要はあ
りません。

エラーメッセージ表示後、該当する文字へカ
ーソルがジャンプしています。該当箇所を以
下のいずれかの方法で修正してください。
【ピッチ印刷モードの場合】
［テープ/記名板］
［横書］：行間を減らす/文字サイズを小さく

する/行数を減らす
［縦書］：文字間を減らす/文字サイズを小さく

する/文字幅を減らす/文字数を減らす
［チューブ］
［横書］：行間を減らす/文字サイズを小さく

する/行数を減らす
［縦書］：行間を減らす/文字サイズを小さく

する/行数を減らす
【印字長モードの場合】
［テープ/記名板］
［横書］：行間を減らす/サイズを小さくする/

行数を減らす
［縦書］：行間を減らす/サイズを小さくする/

行数を減らす
［チューブ］
［横書］：行間を減らす/サイズを小さくする/

行数を減らす
［縦書］：行間を減らす/サイズを小さくする/

行数を減らす

エラーメッセージ表示後、該当する文字へカ
ーソルがジャンプしています。該当箇所を以
下のいずれかの方法で修正してください。
［テープ/記名板］
［横書］：文字間を減らす/サイズを小さくする

/ピッチ長を広げる/文字幅を減らす
/文字数を減らす

［縦書］：行間を減らす/サイズを小さくする/
ピッチ長を広げる/行数を減らす

［チューブ］
［横書］：文字間を減らす/サイズを小さくする

/ピッチ長を広げる/文字幅を減らす
/文字数を減らす

［縦書］：文字間を減らす/サイズを小さくする
/ピッチ長を広げる/文字幅を減らす
/文字数を減らす

削  除 シフト 
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エラーメッセージ

印字長オーバー

全長オーバー

部数印刷オーバー

印字物なし

インクリボンなし

カバーの開放中

ヘッド温度異常

カッター異常

USBメモリ識別不可

参照頁

84
85
86
114

88
89
112

112

28
31

26
28
31
96

－

－

35

－

内　　　容

文字が設定印字長をオーバーしてい
ます。（オート設定時は300mm超の時）

最大印刷長さを超えています。

入力された部数を印刷すると、最大部
数印刷全長を越えてしまいます。

印字物がセットされていません。

（1）インクリボンがありません。
（2）印刷物の詰まりなどで印刷物が正

常に送れません。

印刷途中でカバーが開きました。

（1）印刷時にヘッドの温度が異常に上
昇しました。

（2）ヘッド温度が正常に検知できません。

ハーフカットが正常に行なえませんで
した。

USBメモリ内のデータに正常アクセ
スできません。

対　　　　応

エラーメッセージ表示後、該当する文字へカ
ーソルがジャンプしています。該当箇所を以
下のいずれかの方法で修正してください。
左右余白を減らす/文字間を減らす/サイズを
小さくする/文字幅を減らす/印字長を伸ばす
/文字数を減らす

一度に印刷できるのは、
チューブの場合：最長20m、
テープの場合：最長5mです。

【ピッチ印刷モード】
印刷範囲設定にて複数回に分割して印刷して
ください
【印字長モード】
連続/連番の枚数を減らして印刷してください。

一度に印刷できる最大部数印刷全長は、
チューブの場合：最長50m
テープ/記名板の場合：最長7m
です。部数を減らして印刷してください。

印字物をセットして印刷してください。

（1）インクリボンが終わっていた場合：
新しいインクリボンに交換してください。

（2）インクリボンが残っていた場合：
①印刷物をセットし直してください。
②低速モード（オプション設定）を「する」
に設定してください。

※本機とチューブの相性が悪いことが原因の
場合もあります。

カバーを閉めてください。開けた状態では印
刷できません。

修理が必要です。最寄の弊社サービス拠点ま
でお問合せください。

①空送り（ ＋ ）した後、再度印刷し

てください。
②ハーフカッターを交換してください。

①本機では、セキュリティ機能付きのUSBメ
モリは使用できません。セキュリティ機能
の無いタイプをご使用ください。
②今までご使用できていた場合は、USBメモ
リ内のフォーマットが壊れていることが想
定されます。この場合、PC上でフォーマッ
トし直してください。ただし、保存されて
いたメモリは失われます。

印 刷 
シフト 
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エラーメッセージ

USBメモリなし

容量オーバー

このファイルは読み
込めません。

読み取り専用ファイ
ルです。

印刷を実行する前に
印字物のセットを行っ
てください。

【PC通信】
データエラー

【PC通信】
コマンドエラー

参照頁

34

－

139

－

28
31

139

139

内　　　容

（1）USBメモリをセットせずに外部メ
モリ機能を操作しました。

（2）セットした後、USBメモリの取り
出し機能を使用してオフライン状
態になっています。

USBメモリ書込み時に、USBメモリ
の容量をオーバーしました。

読み込もうとしたUSBメモリ内ファ
イルの内部形式が異なります。

（1）USBメモリ内の読み取り専用属性
ファイルに上書き保存しようとし
ました。

（2）USBメモリ内の読み取り専用属性
ファイルを削除しようとしました。

PCダイレクト印刷を選択してPC通信
モードに入るときに、印字媒体が本体
にセットされていませんでした。

PC通信モードでPCから受信したデー
タが異常です。

PC通信モードでPCから受信したコマ
ンドが異常です。

対　　　　応

USBメモリをセットしなおしてください。
※USBメモリ取り出し操作後に、キー操作で
再度使用可能な状態にすることはできませ
ん。一度、USBメモリを取り外し、再度セ
ットしてください。

不要なファイルを削除するなどしてから、保
存しなおしてください。

再度、レタツイン用PCエディタにてファイル
を作成後、呼び出してください。

USBメモリ内の読み取り専用属性ファイルを
上書き/削除することはできません。PC上で
ファイルのプロパティを開き、読み取り専用
属性をはずしてください。

印刷するPCファイル設定に即した印字物を
本体にセットしてください。

本機では専用PCアプリ以外からは受信でき
ません。

を押して受信を中止し、再度専用PCア

プリからUSB接続を確認の上、印刷してくだ

さい。

本機では専用PCアプリ以外からは受信でき
ません。

を押して受信を中止し、再度専用PCア

プリからUSB接続を確認の上、印刷してくだ

さい。

取 消 

取 消 
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電源が入らない

表示が暗い

印字しない

チューブ印字が正常にでき

ない

・印字位置がずれる（上下）

・印字位置がずれる（左右）

・チューブが設定より短い

・印字がかすれる

現象 確認事項 対処方法

電源コードは正しくコンセントやAC

アダプタに接続されていますか？

バックライト調整が「暗い」になって

います。

LCD濃度調整が適正ではありません。

カセットカバーが閉まっていますか？

チューブは正しくセットされています

か？

チューブがリールなどに絡まっていま

せんか？

チューブに油やゴミなどが付着してい

ませんか？

チューブがねじれてセットされていま

せんか？

チューブ径の設定とセットしたチュー

ブ径あっていますか？

上下印字位置設定が適正ではありませ

ん。

カット位置調整が適正ではありませ

ん。

室温が15℃を下回っていませんか？

正しく接続してください。

設定値を変更してください。

（参照107ページ）

設定値を変更してください。

（参照106ページ）

カセットカバーを閉じてください。

本書28ページに従い、正しくセット

してください。

チューブが軽く（200gf程度）引き出

せるようにしてください。

油やゴミのついたものは使用できませ

ん。特に油は拭いても使えない場合が

あります。新しいきれいなチューブを

セットしてください。

ねじれを直して再度セットしてくださ

い。

チューブ径の設定が異なると、正しい

印字位置に印刷しません。セットした

チューブ径に設定を合わせてください。

上下印字位置設定はチューブとの適し

によって変わることがあります。上下

印字位置設定を適切にセットしてくだ

さい。

ハーフカット位置を適正にセットしな

おしてください。

LM-390T/W、LM-340T/W：

本書109ページに従いチューブウォ

ーマーをご使用ください。

LM390T／LM340T：

印字速度を低温にセットしてください。

改善しない場合は、15℃以上の室温

を確保できる場所でご使用ください。
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チューブ印字が正常にでき

ない

テープカセットがセットで

きない

テープに印字できない

テープに正常に印字できな

い

・印字位置がずれる

テープが設定より短くなる

ハーフカットできない

ハーフカット動作はする

が、跡がつくだけで切れな

い

ハーフカットが切れすぎて

しまう

手動のフルカットができな

い（切れない）

現象 確認事項 対処方法

送りローラやプリンタヘッドが汚れて

いませんか？

チューブのカスが機械内部につまって

いませんか？

切り替えレバーの位置がチューブの位

置になっています。

テープカセットが正しくセットされて

いますか？

テープ幅の設定は、セットしたテープ

とあっていますか？

15℃以下や35℃以上の使用環境にな

っていませんか？

チューブやテープのカスが機械内部に

たまっていませんか？

送りローラが汚れていませんか？

ハーフカッタユニットが正しく取り付

けられていますか？

刃が古くなっていませんか？

ハーフカッタの深さ調整レバーが適切

にセットされていますか？

ハーフカッタの深さ調整レバーが適切

にセットされていますか？

チューブやテープのカスが機械内部に

たまっていませんか？

刃が古くなっていませんか？

本書144ページに従いクリーニングを

してください。

つまっているカスは取り除いてくださ

い。

本書31ページに従い、テープカセット

の位置にしてからセットしてください。

テープカセットをきちんと底面まで押

し込んでください。

セットしたテープカセットの幅と同じ

幅を設定してください。

15℃以上35℃未満の室内でご使用く

ださい。

チューブやテープのカスを取り除いて

から再度印字してください。

本書144ページにしたがって送りロー

ラをクリーニングしてください。

本書33ページにしたがって、ハーフカ

ッタユニットを正しく取り付けてくだ

さい。

ハーフカッタ寿命は5000カットが目

安です。新しいハーフカッタユニット

に交換してください。※1

本書33ページにしたがって、ハーフカ

ット深さ調整レバーを正しく調整して

ください。

本書33ページにしたがって、ハーフカ

ット深さ調整レバーを正しく調整して

ください。気温やチューブ適性によっ

て切れ方が変わる場合があります。

チューブやテープのカスを取り除いて

ください。

カッタ寿命は30,000カットが目安で

す。新しいカッタユニットに交換して

ください。（お預かり修理となります。）

※1 ハーフカッタユニットは、本機種専用です（品番：LM-HC340）。 他機種用は使用できませんのでご注意ください。
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各項目やキーワードで本書のページを検索できます。

あ
イメージ表示…………………………………………………………………………………111
インクリボンカセットのセット ……………………………………………………………26
印刷部数設定…………………………………………………………………………………112
印刷する………………………………………………………………………………………111
印刷範囲の選択………………………………………………………………………………112
印刷物の長さ補正……………………………………………………………………………113
印刷方向変更 …………………………………………………………………………………92
印字濃度 ………………………………………………………………………………………95
英数字入力 ……………………………………………………………………………………62
エラーメッセージ一覧………………………………………………………………………148
オートオフ機能………………………………………………………………………………101
お使いになる前に ……………………………………………………………………………13
お手入れのしかた……………………………………………………………………………143
オプションキー ………………………………………………………………………………95
オプション品一覧……………………………………………………………………………160
主な特徴 ………………………………………………………………………………………14

か
外部メモリ文書読込…………………………………………………………………………123
外部メモリ保存………………………………………………………………………………121
各部名称 ………………………………………………………………………………………17
カタカナ変換 …………………………………………………………………………………71
かな入力 ………………………………………………………………………………………65
かなめくり方式 ………………………………………………………………………………65
画面の見かた …………………………………………………………………………………21
キー名称と役割 ………………………………………………………………………………18
記号入力 ………………………………………………………………………………………75
記号類一覧表…………………………………………………………………………………190
機能を使いこなす ……………………………………………………………………………84
基本操作 ………………………………………………………………………………………37
行間隔 …………………………………………………………………………………………86
クリーニングモード…………………………………………………………………………144
語句削除………………………………………………………………………………………129
語句初期化……………………………………………………………………………………130
語句登録………………………………………………………………………………………126
語句の保存／呼出し…………………………………………………………………………126
語句呼出し……………………………………………………………………………………128
この機械でできること ………………………………………………………………………14
こんなときは…………………………………………………………………………………152

第11章　索引（あいうえお順にキーワード検索）
第11章　索引（あいうえお順にキーワード検索）
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さ
削除キー ………………………………………………………………………………………78
サプライ品一覧………………………………………………………………………………160
サプライ品セット ……………………………………………………………………………25
ＪＩＳコード一覧表 …………………………………………………………………………163
ＪＩＳコード入力 ………………………………………………………………………………73
社名ラベルのテープ印刷 ……………………………………………………………………55
使用上の注意事項 ………………………………………………………………………………7
使用消耗品……………………………………………………………………………………160
全ての文書メモリ削除………………………………………………………………………120
全ての文書メモリ初期化……………………………………………………………………120
製品仕様………………………………………………………………………………………161
設定初期化 ……………………………………………………………………………………80
設定初期化キー ………………………………………………………………………………80
全文削除キー …………………………………………………………………………………79

た
単漢字変換 ……………………………………………………………………………………69
端子記名板用にテープ印刷 …………………………………………………………………44
チューブ印刷 …………………………………………………………………………………38
チューブセット ………………………………………………………………………………28
チューブをはずす ……………………………………………………………………………30
テープカセットのセットのしかた …………………………………………………………31
テープをセットする …………………………………………………………………………31
テープをはずす ………………………………………………………………………………32
デバイスラベル用にテープ印刷 ……………………………………………………………48
同梱品の確認 …………………………………………………………………………………16
トラブルシューティング……………………………………………………………………147
取消キー ………………………………………………………………………………………81

な
内部メモリ保存………………………………………………………………………………116
内部メモリ呼出し……………………………………………………………………………117
入力文字の消去 ………………………………………………………………………………78
入力文字の消去、設定初期化 ………………………………………………………………78

は
ハーフカッタ交換 ……………………………………………………………………………33
ハーフカット位置……………………………………………………………………………100
はじめに …………………………………………………………………………………………2
パソコンデータ活用…………………………………………………………………………132
パソコンデータ読込み………………………………………………………………………136
反転 ……………………………………………………………………………………………93
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BSキー …………………………………………………………………………………………78
ピッチ印刷の設定変更 ………………………………………………………………………90
ピッチカットの変更 …………………………………………………………………………91
ピッチ長変更 …………………………………………………………………………………90
表示濃度………………………………………………………………………………………106
ブロック ………………………………………………………………………………………23
付録……………………………………………………………………………………………159
文書メモリ削除………………………………………………………………………………119
ヘッドクリーニングのしかた………………………………………………………………146
本書の見かた ……………………………………………………………………………………3
本体データパソコン管理……………………………………………………………………132

ま
USBメモリのセット …………………………………………………………………………34
メモリ保存／呼出し…………………………………………………………………………116
目次 ………………………………………………………………………………………………4
文字間隔 ………………………………………………………………………………………86
文字記号を入力 ………………………………………………………………………………62
文字高さ ………………………………………………………………………………………84
文字の枠囲み …………………………………………………………………………………87
文字配置変更…………………………………………………………………………………104
文字幅 …………………………………………………………………………………………85

や
用語説明 ………………………………………………………………………………………23

ら
連続印刷枚数 …………………………………………………………………………………88
連番を設定する ………………………………………………………………………………89
ローマ字入力 …………………………………………………………………………………64
ローマ字入力規則表…………………………………………………………………………162
ローラーのクリーニング……………………………………………………………………144
６,９印刷 ………………………………………………………………………………………98
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付-1 サプライ品一覧

付　録
付　録

付-2 オプション品一覧

【マックス丸チューブ】 
 
　内径φ3.2mm相当：LM-TU432L　   
   内径φ3.6mm相当：LM-TU436L　   
　内径φ4.2mm相当：LM-TU442L　   
　内径φ5.2mm相当：LM-TU452L　   
　内径φ6.4mm相当：LM-TU464L　   
　内径φ3.2mm相当：LM-TU332N2（UL224対応）　   
   内径φ3.6mm相当：LM-TU336N2（UL224対応）　   
　内径φ4.2mm相当：LM-TU342N2（UL224対応）　   
　内径φ5.2mm相当：LM-TU352N2（UL224対応） 
　   
 
【テープカセット】　5mm幅／9mm幅／12mm幅（8m巻） 
　 
　                               白　　　　　　透明　　　　　黄色 
    5mm幅テープ　　LM-TP305W   LM-TP305T   LM-TP305Y 
　 9mm幅テープ      LM-TP309W   LM-TP309T   LM-TP309Y 
  12mm幅テープ      LM-TP312W                        LM-TP312Y 
 
 
【インクリボンカセット】 
    
   黒リボン：LM-IR340B

 
 
    
   白リボン：LM-IR340W

 
 
    
   環境対応黒リボン：LM-IR340BP

【キャリングケース】 
　LM-BG340 
　※LM-390T/W,  
　　LM-390Tには 
　　同梱されています。 

【ハーフカッタ】 
　キイロ：LM-HC340 
　チューブとテープの 
　兼用タイプ 

【レタツインPCエディタ】 
　LM-PC380 
　※LM-390T/Wには同梱されて 
　　います。 
　※LM-340T/W, LM-340Tでは 
　　お使いいただけません。 
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付-3 製品仕様

付　録

機種名 LM-390T/W LM-390T LM-340T/W LM-340T

入力方法 英数入力／ローマ字入力／かなめくり方式かな入力

最大入力文字数 最大5,000文字（300ブロック）

漢字変換 文節漢字変換／単漢字変換／JISコード入力

辞書機能 約50,000語

文字種類
JIS第1水準・第2水準、その他JIS準拠（かな、カナ、英数字等）

オリジナル記号（電設記号、単位、丸囲英数字）

書体 マックス オリジナル書体

文字サイズ（文字高さ） 1.3／2／3／4／6mm、英数字のみ 2.4mmも選択可

表示部 バックライト付グラフィックLCD（64×160dot モノクロ）

印字方式 熱転写方式

印字速度 35mm/sec（標準）、20mm/sec（低速）

最大印字長さ
1部印刷時：チューブ 20m、テープ5m
連続印刷時：チューブ50m、テープ7m

チューブ
塩ビ：内径φ2.5～6.5

使用可能 熱収縮：住友電工ファインポリマー㈱ スミチューブ® B2

印字物※1 テープ 専用カセットテープ

記名板 t 0.3mm、0.5mm 幅8／8.5／9.5／10 mm（塩ビ製） 使用不可

チューブ切断方法 ハーフカット：自動 ／ フルカット：手動

本体メモリ（内部） 最大50ファイル、5,000文字／ファイル

外部メモリ USBメモリ※2 USBメモリ※2、※3

電源
専用ACアダプタ 専用ACアダプタ 専用ACアダプタ 専用ACアダプタ
（12V・4.16A） （12V・3.3A） （12V・4.16A） （12V・3.3A）

外形寸法 W275×D299×H91mm

質量 2400g 2300g 2400g 2300g

動作環境条件
5～35℃ 15～35℃ 5～35℃ 15～35℃

（ ） （ ）
外部接続 USBポート×1 なし

レタツインPCエディタ 使用可 使用不可

チューブウォーマー 内蔵 なし 内蔵 なし

※1 使用印字物のうち、市販品をお使いになる場合は印字適正が合わない場合があります。
※2 セキュリティ機能のあるタイプや、大きさの合わないものは使用できません、詳細は34ページを

参照ください。
※3 PCエディタで作成したファイルは使用できません。

5～15℃はチューブ
ウォーマー使用時

5～15℃はチューブ
ウォーマー使用時
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付-4 ローマ字入力規則表

付　録

nya

nya nyi nyu nye nyo

hya hyi hyu hye hyo

mya myi myu mye myo

rya ryi ryu rye ryo

gya gyi gyu gye gyo

ローマ字入力で日本語を入力する際の入力規則は次の表のようになります。
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付-5 JISコード一覧表

付　録
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付-6 記号類一覧表

付　録

項目 記　　号 項目 記　　号 

数字 

英字丸囲い 

単位 

事務記号 

上付文字 

下付文字 

電設① 

電設② 

電設③ 

筆記体 

ギリシャ文字 
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LM-340T
LM-340T/W

LM-390T
LM-390T/W

CO109SZ

使い方のお問い合わせ 
ホームページアドレス：http://www.max-ltd.co.jp/op/
お客様相談ダイヤル：0120-510-200
［月～金曜日（祝祭日、当社休業日除く）午前9時～午後6時］ 
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